
　
４
月
５
日
㈬
、
新
し
い
お
友

達
２
名
を
迎
え
て
全
園
児
20
名

で
元
気
よ
く
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
よ
く
食
べ
、
よ

く
寝
て
、
よ
く
遊
び
心
も
身
体

も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
は
昨
年
度
同

様
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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天
龍
小
学
校
入
学
児
童
４
名
、

天
龍
中
学
校
入
学
生
徒
１
名
へ

村
長
が
祝
品
な
ど
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

中学校入学祝品贈呈小学校入学祝品贈呈

入
学
祝
品

贈

　
　呈

みんなで
　　元気に
遊びましょう!

女
子
２
名
、
男
子
２
名
、
中
学

校
は
男
子
１
名
で
す
。

　
小
学
生
は
期
待
を
胸
に
元
気

い
っ
ぱ
い
の
姿
、
中
学
生
は
新

し
い
制
服
に
身
を
包
み
少
し
大

人
に
な
っ
た
姿
、
そ
れ
ぞ
れ
今

後
の
成
長
が
非
常
に
楽
し
み
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
一
体
と

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
入
学
式
の
後
に
は
、

村
長
よ
り
児
童
生
徒
一
人
一
人

に
入
学
祝
品
と
、
小
学
一
年
生

に
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

天
龍
保
育
所
入
園
式

小
・
中
学
校
入
学
式

　
４
月
６
日
㈭
、
令
和
５
年
度

天
龍
小
学
校
並
び
に
天
龍
中
学

校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
の
陽
気
に
も
包
ま
れ
、
と
て

も
温
か
い
式
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
新
入
生
は
小
学
校
、

天龍村総合体育施設竣工
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令
和
５
年
２
月
８
日
㈬
天
龍

村
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
委

員
会
に
よ
る
村
長
へ
の
答
申
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
答
申
内
容
は
、
施
設
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
利
用
者

数
の
増
加
が
見
込
め
な
い
こ
と
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
今
後
継

続
し
て
現
施
設
を
利
用
す
る
に

は
多
額
の
費
用
を
か
け
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他

市
町
村
へ
受
け
入
れ
を
依
頼
し
、

送
迎
に
よ
り
就
労
の
機
会
を
確

保
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
他
市
町
村
へ
通
所
で

き
な
い
方
が
村
内
で
働
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
村
や
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
仕
事
を
斡
旋

す
る
体
制
も
検
討
す
べ
き
と
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
村
で
は
答
申
内
容
を

踏
ま
え
、
利
用
者
や
取
引
先
企

業
な
ど
と
協
議
し
方
針
を
決
定

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
４
月
９
日
㈰
に
行
わ
れ
た
、

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
当
日
の
有
権
者
数

男
　
　
　
　
　
４
８
１
人

女
　
　
　
　
　
５
３
５
人

計
　
　
　
１
，
０
１
６
人

○
投
票
者
数

男
　
　
　
　
　
２
９
４
人

女
　
　
　
　
　
２
９
８
人

計
　
　
　
　
　
５
９
２
人

○
投
票
率

男
　
　
　
　
　
61
・
12
％

女
　
　
　
　
　
55
・
70
％

計
　
　
　
　
　
58
・
27
％

○
有
効
投
票
数
　
５
８
９
票

○
無
効
投
票
数
　
　
　
３
票

○
開
票
結
果
（
届
出
順
）

川
上
　
信
彦
　
１
１
３
票

新
井
信
一
郎
　
　
３
４
票

熊
谷
　
美
香
　
　
６
４
票

早
川
　
大
地
　
　
５
１
票

竹
村
　
直
子
　
　
９
５
票

小
池
　
　
清
　
２
３
２
票

　
第
１
回
臨
時
会
は
、
２
月
１

日
㈬
に
開
催
し
、
左
記
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
条
文
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

〇「
令
和
４
年
度
天
龍
村
総
合

体
育
施
設
建
設
工
事
　
天
龍

村
　
平
岡
　
天
龍
小
学
校
敷

地
内
」
の
変
更
契
約
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
村
道
恵
平
線
沿
い

の
擁
壁
工
事
、
側
溝
工
事
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
事
な
ど
に

つ
い
て
、
令
和
５
年
度
工
事
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
か
ら

の
要
望
及
び
安
全
性
確
保
な
ど

の
理
由
に
よ
り
前
倒
し
て
行
う

事
に
し
た
た
め
、
契
約
額
を
５

０
８
万
２
千
円
増
額
し
、
請
負

金
額
が
６
億
４
１
９
８
万
２
千

円
と
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決

に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の

取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

の
規
定
に
よ
り
、
議
決
し
た
も

の
で
す
。

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

算〇
後
藤
知
久
議
員

一
、
天
龍
村
総
合
体
育
施
設
に

お
け
る
避
難
施
設
つ
い
て

二
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
に

つ
い
て

三
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

〇
大
平
正
長
議
員

一
、
南
信
州
東
部
軸
道
路
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
設
立
に
あ

た
っ
て
の
経
過
と
今
後
の
活

動
に
つ
い
て

二
、
令
和
４
年
度
向
方
地
区
定

住
促
進
単
身
者
用
住
宅
整
備

事
業
に
つ
い
て

三
、
各
種
審
議
会
委
員
会
の
委

員
選
出
方
法
の
改
善
に
つ
い

て
天
龍
村
情
報
公
開
条
例
の
設
置

規
定
を
削
除
し
、
別
に
審
査
会

設
置
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し

た
も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
総
合
体
育
施
設
設
置

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〇
天
龍
村
総
合
体
育
施
設
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
こ
の
２
つ
の
条
例
の
内
容
は
、

こ
の
度
整
備
さ
れ
ま
し
た
、
天

龍
村
総
合
体
育
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
し
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
、
必
要
な
事
項

を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

現
村
民
体
育
館
使
用
料
と
同
額

で
す
。

〇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
長
野
県
の
労
働
者

の
最
低
賃
金
額
を
、
本
年
の
改

定
に
よ
り
下
回
る
恐
れ
の
あ
る

非
常
勤
の
特
別
職
の
報
酬
日
額

に
つ
い
て
、
引
き
上
げ
る
改
正

を
し
た
も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
温
泉
利
用
施
設
の
設

置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
燃
料
・
光
熱
水
費

の
高
騰
に
よ
り
、
５
月
１
日
か

ら
入
浴
料
を
大
人
６
０
０
円
、

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３

日
㈮
に
開
会
し
、
13
日
㈪
ま
で

の
11
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
天
龍
村
個
人
情
報
保
護
法
施

行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
に
関

す
る
事
項
が
、
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
に
一
元
化
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
天
龍
村
個

人
情
報
保
護
条
例
を
廃
止
し
、

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
村
が

定
め
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、

新
た
に
施
行
条
例
を
制
定
し
た

も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、

子
供
３
０
０
円
と
、
そ
れ
ぞ
れ

１
０
０
円
値
上
げ
す
る
も
の
で

す
。
た
だ
し
、
村
内
70
歳
以
上

の
高
齢
者
回
数
券
に
つ
い
て
は
、

変
更
し
ま
せ
ん
。

〇
天
龍
村
商
工
業
振
興
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
村
内
の
商
工
業
者

が
、
事
業
運
営
に
必
要
な
資
金

を
低
利
で
借
り
ら
れ
る
よ
う
、

取
扱
金
融
機
関
に
融
資
斡
旋
を

行
う
「
商
工
業
振
興
資
金
融
資

斡
旋
事
業
」
を
条
例
に
位
置
づ

け
る
よ
う
改
正
し
た
も
の
で
す
。

〇
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
４
月
１
日

か
ら
、
住
民
課
を
「
健
康
福
祉

課
」
に
改
め
る
と
と
も
に
、
税

務
会
計
課
に
住
民
票
、
戸
籍
等

の
事
務
を
統
合
し
た
「
住
民
税

務
課
」
と
す
る
よ
う
改
正
し
た

も
の
で
す
。

〇
平
岡
駅
前
活
性
化
複
合
施
設

設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
天
龍
村
個
人
情
報

保
護
条
例
の
廃
止
に
伴
い
、
本

条
例
で
引
用
し
て
い
る
個
人
情

報
保
護
条
例
の
規
定
を
、
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
置
き
換
え
る
よ
う
改
正

し
た
も
の
で
す
。

〇
坂
部
及
び
向
方
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
坂
部
辺
地
に
お
け

る
村
道
開
設
（
仮
称
）
新
平
神

線
の
追
加
、
坂
部
及
び
向
方
辺

地
の
天
龍
簡
易
水
道
等
遠
隔
シ

ス
テ
ム
に
か
か
る
事
業
費
の
変

更
、
向
方
辺
地
に
お
け
る
天
龍

簡
易
水
道
浄
水
施
設
整
備
の
追

加
、
天
龍
簡
易
水
道
等
基
幹
改

良
事
業
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
議
会
事

業
計
画
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
５
年
度
の
議

会
の
事
業
計
画
を
定
め
た
も
の

で
す
。

〇
天
龍
村
議
会
の
個
人
情
報
保

護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、

こ
の
法
律
の
規
定
で
は
、
地
方

議
会
は
そ
の
独
立
性
を
確
保
す

る
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
法
律

の
適
用
対
象
外
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
天
龍
村
議
会
に
お

け
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関

す
る
規
律
を
新
た
に
定
め
た
も

の
で
す
。

〇
天
龍
村
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
又
は
、

災
害
の
発
生
等
に
よ
り
、
議
会

の
委
員
会
の
開
催
場
所
に
参
集

す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
委
員
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

〇「
令
和
３
年
度
（
３
災
）
公

共
土
木
施
設
災
害
道
路
復
旧

工
事
　
村
道
向
方
線
天
龍
村

沢
地
下
」
の
変
更
契
約
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
残
土
処
理
の
運
搬

距
離
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
請

負
金
額
を
１
９
５
万
８
千
円
減

額
し
、
１
億
８
０
４
万
２
千
円

と
し
た
た
め
、
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
の

規
定
に
よ
り
、
議
決
し
た
も
の

で
す
。

〇
天
龍
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
３
名
・
任
期
３
年
）
の
内
、

令
和
５
年
３
月
31
日
に
任
期

満
了
と
な
る
宮
澤
盛
孝
氏

（
中
井
侍
区
）
の
再
任
に
つ

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

〇
最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小

企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情

　
審
議
の
結
果
、
採
択
さ
れ
、

関
係
大
臣
等
へ
意
見
書
を
送
付

し
ま
し
た
。

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
予
算

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
予
算

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予

算
〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
予

（３）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（２）令和５年（2023年）４月28日

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❶
回

議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
❶
回

請
願
・
陳
情
・
要
請

一
　般
　質
　問

同
意
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

予
　
　
　算

予
　
　
　算

長
野
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
結
果

開票の様子

村松克一委員長より
永嶺村長へ答申書を手渡す

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
に
よ
る
答
申
が

行
わ
れ
ま
し
た



　
令
和
５
年
２
月
８
日
㈬
天
龍

村
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
委

員
会
に
よ
る
村
長
へ
の
答
申
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
答
申
内
容
は
、
施
設
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
利
用
者

数
の
増
加
が
見
込
め
な
い
こ
と
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
今
後
継

続
し
て
現
施
設
を
利
用
す
る
に

は
多
額
の
費
用
を
か
け
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他

市
町
村
へ
受
け
入
れ
を
依
頼
し
、

送
迎
に
よ
り
就
労
の
機
会
を
確

保
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
他
市
町
村
へ
通
所
で

き
な
い
方
が
村
内
で
働
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
村
や
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
仕
事
を
斡
旋

す
る
体
制
も
検
討
す
べ
き
と
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
村
で
は
答
申
内
容
を

踏
ま
え
、
利
用
者
や
取
引
先
企

業
な
ど
と
協
議
し
方
針
を
決
定

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
４
月
９
日
㈰
に
行
わ
れ
た
、

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
当
日
の
有
権
者
数

男
　
　
　
　
　
４
８
１
人

女
　
　
　
　
　
５
３
５
人

計
　
　
　
１
，
０
１
６
人

○
投
票
者
数

男
　
　
　
　
　
２
９
４
人

女
　
　
　
　
　
２
９
８
人

計
　
　
　
　
　
５
９
２
人

○
投
票
率

男
　
　
　
　
　
61
・
12
％

女
　
　
　
　
　
55
・
70
％

計
　
　
　
　
　
58
・
27
％

○
有
効
投
票
数
　
５
８
９
票

○
無
効
投
票
数
　
　
　
３
票

○
開
票
結
果
（
届
出
順
）

川
上
　
信
彦
　
１
１
３
票

新
井
信
一
郎
　
　
３
４
票

熊
谷
　
美
香
　
　
６
４
票

早
川
　
大
地
　
　
５
１
票

竹
村
　
直
子
　
　
９
５
票

小
池
　
　
清
　
２
３
２
票

　
第
１
回
臨
時
会
は
、
２
月
１

日
㈬
に
開
催
し
、
左
記
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
条
文
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

〇「
令
和
４
年
度
天
龍
村
総
合

体
育
施
設
建
設
工
事
　
天
龍

村
　
平
岡
　
天
龍
小
学
校
敷

地
内
」
の
変
更
契
約
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
村
道
恵
平
線
沿
い

の
擁
壁
工
事
、
側
溝
工
事
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
事
な
ど
に

つ
い
て
、
令
和
５
年
度
工
事
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
か
ら

の
要
望
及
び
安
全
性
確
保
な
ど

の
理
由
に
よ
り
前
倒
し
て
行
う

事
に
し
た
た
め
、
契
約
額
を
５

０
８
万
２
千
円
増
額
し
、
請
負

金
額
が
６
億
４
１
９
８
万
２
千

円
と
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決

に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の

取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

の
規
定
に
よ
り
、
議
決
し
た
も

の
で
す
。

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

算〇
後
藤
知
久
議
員

一
、
天
龍
村
総
合
体
育
施
設
に

お
け
る
避
難
施
設
つ
い
て

二
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
に

つ
い
て

三
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

〇
大
平
正
長
議
員

一
、
南
信
州
東
部
軸
道
路
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
設
立
に
あ

た
っ
て
の
経
過
と
今
後
の
活

動
に
つ
い
て

二
、
令
和
４
年
度
向
方
地
区
定

住
促
進
単
身
者
用
住
宅
整
備

事
業
に
つ
い
て

三
、
各
種
審
議
会
委
員
会
の
委

員
選
出
方
法
の
改
善
に
つ
い

て
天
龍
村
情
報
公
開
条
例
の
設
置

規
定
を
削
除
し
、
別
に
審
査
会

設
置
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し

た
も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
総
合
体
育
施
設
設
置

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〇
天
龍
村
総
合
体
育
施
設
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
こ
の
２
つ
の
条
例
の
内
容
は
、

こ
の
度
整
備
さ
れ
ま
し
た
、
天

龍
村
総
合
体
育
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
し
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
、
必
要
な
事
項

を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

現
村
民
体
育
館
使
用
料
と
同
額

で
す
。

〇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
長
野
県
の
労
働
者

の
最
低
賃
金
額
を
、
本
年
の
改

定
に
よ
り
下
回
る
恐
れ
の
あ
る

非
常
勤
の
特
別
職
の
報
酬
日
額

に
つ
い
て
、
引
き
上
げ
る
改
正

を
し
た
も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
温
泉
利
用
施
設
の
設

置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
燃
料
・
光
熱
水
費

の
高
騰
に
よ
り
、
５
月
１
日
か

ら
入
浴
料
を
大
人
６
０
０
円
、

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３

日
㈮
に
開
会
し
、
13
日
㈪
ま
で

の
11
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
天
龍
村
個
人
情
報
保
護
法
施

行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
に
関

す
る
事
項
が
、
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
に
一
元
化
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
天
龍
村
個

人
情
報
保
護
条
例
を
廃
止
し
、

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
村
が

定
め
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、

新
た
に
施
行
条
例
を
制
定
し
た

も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、

子
供
３
０
０
円
と
、
そ
れ
ぞ
れ

１
０
０
円
値
上
げ
す
る
も
の
で

す
。
た
だ
し
、
村
内
70
歳
以
上

の
高
齢
者
回
数
券
に
つ
い
て
は
、

変
更
し
ま
せ
ん
。

〇
天
龍
村
商
工
業
振
興
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
村
内
の
商
工
業
者

が
、
事
業
運
営
に
必
要
な
資
金

を
低
利
で
借
り
ら
れ
る
よ
う
、

取
扱
金
融
機
関
に
融
資
斡
旋
を

行
う
「
商
工
業
振
興
資
金
融
資

斡
旋
事
業
」
を
条
例
に
位
置
づ

け
る
よ
う
改
正
し
た
も
の
で
す
。

〇
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
４
月
１
日

か
ら
、
住
民
課
を
「
健
康
福
祉

課
」
に
改
め
る
と
と
も
に
、
税

務
会
計
課
に
住
民
票
、
戸
籍
等

の
事
務
を
統
合
し
た
「
住
民
税

務
課
」
と
す
る
よ
う
改
正
し
た

も
の
で
す
。

〇
平
岡
駅
前
活
性
化
複
合
施
設

設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
天
龍
村
個
人
情
報

保
護
条
例
の
廃
止
に
伴
い
、
本

条
例
で
引
用
し
て
い
る
個
人
情

報
保
護
条
例
の
規
定
を
、
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
置
き
換
え
る
よ
う
改
正

し
た
も
の
で
す
。

〇
坂
部
及
び
向
方
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
坂
部
辺
地
に
お
け

る
村
道
開
設
（
仮
称
）
新
平
神

線
の
追
加
、
坂
部
及
び
向
方
辺

地
の
天
龍
簡
易
水
道
等
遠
隔
シ

ス
テ
ム
に
か
か
る
事
業
費
の
変

更
、
向
方
辺
地
に
お
け
る
天
龍

簡
易
水
道
浄
水
施
設
整
備
の
追

加
、
天
龍
簡
易
水
道
等
基
幹
改

良
事
業
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
議
会
事

業
計
画
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
５
年
度
の
議

会
の
事
業
計
画
を
定
め
た
も
の

で
す
。

〇
天
龍
村
議
会
の
個
人
情
報
保

護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、

こ
の
法
律
の
規
定
で
は
、
地
方

議
会
は
そ
の
独
立
性
を
確
保
す

る
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
法
律

の
適
用
対
象
外
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
天
龍
村
議
会
に
お

け
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関

す
る
規
律
を
新
た
に
定
め
た
も

の
で
す
。

〇
天
龍
村
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
又
は
、

災
害
の
発
生
等
に
よ
り
、
議
会

の
委
員
会
の
開
催
場
所
に
参
集

す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
委
員
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

〇「
令
和
３
年
度
（
３
災
）
公

共
土
木
施
設
災
害
道
路
復
旧

工
事
　
村
道
向
方
線
天
龍
村

沢
地
下
」
の
変
更
契
約
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
残
土
処
理
の
運
搬

距
離
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
請

負
金
額
を
１
９
５
万
８
千
円
減

額
し
、
１
億
８
０
４
万
２
千
円

と
し
た
た
め
、
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
の

規
定
に
よ
り
、
議
決
し
た
も
の

で
す
。

〇
天
龍
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
３
名
・
任
期
３
年
）
の
内
、

令
和
５
年
３
月
31
日
に
任
期

満
了
と
な
る
宮
澤
盛
孝
氏

（
中
井
侍
区
）
の
再
任
に
つ

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

〇
最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小

企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情

　
審
議
の
結
果
、
採
択
さ
れ
、

関
係
大
臣
等
へ
意
見
書
を
送
付

し
ま
し
た
。

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
予
算

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
予
算

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予

算
〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
予

（３）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（２）令和５年（2023年）４月28日

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❶
回

議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
❶
回

請
願
・
陳
情
・
要
請

一
　般
　質
　問

同
意
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

予
　
　
　算

予
　
　
　算

長
野
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
結
果

開票の様子

村松克一委員長より
永嶺村長へ答申書を手渡す

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
に
よ
る
答
申
が

行
わ
れ
ま
し
た



（21）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（４）令和５年（2023年）４月28日

■自主財源　21.4%
　56,870万円
■依存財源　78.6%
　208,730万円

26億5,600万円前年比１％増の

令和５年度一般会計当初予算

令和５年度のおもな事業

特　別　会　計

令和５年度の一般会計及び特別会計の当初予算が３月定例議会で承認されました。一般会計では、
歳入・歳出総額が26億5,600万円となり、前年度比１％増となりました。

歳入

村　税
18,365　6.9%

その他
7,539　2.9%

地方交付税
102,610
38.6%

県支出金
11,424
4.3%

村債
78,720
29.6%

繰入金 25,787　9.7%

国庫支出金
8,438　3.2%

使用料及び手数料
　4,632　1.7%

諸収入 3,743　1.4%

その他 4,345　1.7%

前年差

43万円

6,610万円

△1億4,257万円

2,583万円

5,450万円

予算額

1億8,365万円

10億2,610円

1億9,862万円

2億5,787万円

7億8,720万円

歳入項目

村 税

地方交付税

国・県支出金

繰 入 金

村 債

前年比

100.2%

106.9%

58.2%

111.1%

107.4%

歳入についての説明

みなさんから村に納めていただく税金の総額です。

国に納められた税の再分配や、過去に借り入れた起債
（借金）の償還金に対する補てんも含まれています。
定められた事業に対し、国や県から交付される補助金
や委託金です。
今まで積み立てていた基金（貯金）をさまざまな目的のために取り崩し、
一般会計に繰り入れます。村の借金の繰上償還（返済）などに活用します。
道路整備などの財源として国から借り入れる借金です。ただしのちに国から交付税措置が
受けられる起債（辺地・過疎対策事業債）など村の財政面で有利なものを借り入れます。

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

国民健康保険診療所

1億5,340万円

7,780万円

7,580万円

2億2,960万円

3,068万円

5,706万円（単位：万円）

　
広
報
天
龍
第
２
１
２
号
（
１

月
号
）
で
公
表
後
、
３
月
31
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
加
藤
正
和
様
●
伊
時
宏
明
様

●
桃
原
久
美
様
●
吉
田
臣
男
様

●
鈴
木
大
様
●
大
野
正
弘
様

●
村
田
憲
司
様
●
石
井
公
展
様

●
西
田
研
二
様
●
中
山
富
美
子
様

●
村
上
慎
一
様
●
中
川
慎
一
様

●
成
相
香
那
様
●
関
浦
健
二
様

●
菱
沼
智
子
様

　
今
回
は
１
０
６
名
の
方
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
な

ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き
ま

す
。
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か

ら
の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場
窓
口

で
も
承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

https://w
w
w
.furusato-tax.jp

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
、
天
龍

村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
受

付
を
始
め
ま
し
た
。

　
受
付
に
あ
る
端
末
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
乗
せ
暗
証

番
号
を
入
力
す
る
か
、
顔
認
証

に
よ
り
受
付
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
健
康
保
険
証
も
今
ま

で
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
診
療

所
　
電
話
31
-０
９
５
０

　
介
護
事
業
所
へ
の
就
職
を
希

望
さ
れ
る
方
、
介
護
の
仕
事
に

興
味
の
あ
る
方
向
け
の
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。（
相
談
無
料

で
す
。）

●
日
時…

６
月
10
日
㈯

　
　
午
前
10
時
か
ら
正
午

　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

●
会
場…

エ
ス
バ
ー
ド

※

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

南
信
州
広
域
連
合
事
務
局
地
域

医
療
福
祉
連
携
課

電
話
０
２
６
５―

53―

６
０
８
８

介
護
の
し
ご
と
相
談
会

おもな事業名

（仮称）村営バス阿南線実証実験運行委託料

地域おこし協力隊事業費

【新】長野県議会議員一般選挙

【新】龍の子留学補助金

【新】児童公園整備事業

タクシー券「クオッシー」使用料

ICTネットワーク整備事業

国保診療所特別会計繰出金

森林経営管理制度推進事業等業務委託料

村道改良事業

【新】小中併設校整備工事施工管理委託料

【新】小中併設校整備工事（Ⅱ期工事）

【新】総合体育施設太陽光発電設備整備工事

【新】なんでも館常設展示室等整備工事

事業費

70万円

2,786万円

227万円

192万円

1,043万円

620万円

426万円

1,759万円

1,022万円

8,101万円

572万円

6億2700万円

8,800万円

1,980万円

事業内容

JR飯田線と阿南病院間を結ぶ村営バス運行を行うための実証運行の費用です。

村地域おこし協力隊員の活動報酬や、活動などにかかる費用です。

４月29日の任期満了に伴う長野県議会議員一般選挙に係る費用です。

都市部等在住の親子を対象に村内公立小中学校に通う親子に対して助成する費用です。

満島屋裏の土地に児童公園を整備する事業の費用です。

指定範囲内で利用されたタクシー料金の75％を村で負担します。

65歳以上の方が暮らす世帯（希望者）に、タブレット端末を１台貸与します。

天龍村国民健康保険診療所の運営にかかる特別会計への繰出金です。

森林管理の適正化を促進するため、森林の状況調査や所有者への意向確認を行います。

主に（仮称）村道新平神線開設等、村道向方下線道路改良等、村道登立線他の道路整備工事などにかかる費用です。

令和６年度の小中併設学校に向け、小学校の増改築工事を行う費用

です。

令和４年度に完成した総合体育施設へ太陽光発電を整備する為の費用です。

郷土美術館と郷土資料館を備えた展示室の整備を行う為の費用です。

◇
第
二
分
団
長
　
服
部
　
誠
司

◇
副
分
団
長
　
　
瀧
澤
　
　
翔

◇
　
〃
　
　
　
　
村
澤
　
雄
大

◇
女
性
班
長
　
　
塚
田
　
　
響

◇
副
班
長
　
　
　
若
月
　
瑞
歩

○
退 

職

　
３
月
31
日
付
で
次
の
職
員
が

退
職
と
な
り
ま
し
た
。

◇
影
原
　
重
喜
（
建
設
課
）

　
令
和
５
年
度
の
異
動
に
よ
り
、

次
の
先
生
方
が
村
内
の
小
中
学

校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
天
龍
小
学
校
〉

◇
野
竹
　
国
雄
（
校
長
）

◇
松
本
ち
ひ
ろ
（
１
・
２
年
生
）

◇
小
関
ほ
た
る
（
３
年
生
）

◇
山
越
遼
太
郎
（
４
年
生
）

◇
宮
澤
　
花
子
（
キ

ャ

リ

ア

教
育
支
援
講
師
）

〈
天
龍
中
学
校
〉

◇
井
原
　
雅
貴（
１
年
生
担
任
）

◇
村
井
　
美
弥（
２
年
生
副
担
任
）

◇
若
林
　
隆
俊（
３
年
生
副
担
任
）

　
令
和
5
年
度
天
龍
消
防
団
役

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
団
　
長
　
　
　
恩
澤
　
　
知

◇
副
団
長
　
　
　
宮
下
　
正
和

◇
本
部
長
　
　
　
橋
爪
　
　
貴

◇
喇
叭
長
（
兼
）
橋
爪
　
　
貴

◇
機
関
長
　
　
　
内
藤
　
孝
雄

◇
救
護
長
　
　
　
松
澤
　
一
生

◇
旗
　
手
　
　
　
村
澤
　
節
朗

◇
第
一
分
団
長
　
小
木
曽
　
啓

◇
副
分
団
長
　
　
鈴
木
　
竜
彦

◇
　
〃
　
　
　
　
大
平
　
成
二

〔
人
事
異
動
〕 

※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
す

〔
人
事
異
動
〕 
※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

役
　
　場

役
　
　場

学
　
　校

学
　
　校

消
　
　防

消
　
　防

　
こ
の
度
、板
倉
恒
夫
さ
ん（
岡

本
区
）
が
、
引
き
続
き
天
龍
村

の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
板
倉
さ
ん
は
、
平
成
31
年
４

月
か
ら
行
政
相
談
委
員
と
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
任

期
は
、
令
和
７
年
３
月
ま
で
で

す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
、
関
係
す
る
公

共
機
関
な
ど
に
連
絡
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
偶
数
月
に
行

っ
て
い
ま
す
が
、
状
況
に
よ
っ

て
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
い
日
程
に
つ
き

ま
し
て
は
、
村
内
放
送
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
の
内
容
は
、
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
困
っ
た
こ
と
や
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
に

　板
倉
恒
夫
さ
ん
再
任

マイナンバーカード受付端末

天
龍
村
国
民
健
康
保

険
診
療
所
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ

る
受
付
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た



（５）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（20）令和５年（2023年）４月28日

前年差

348万円

△3,863万円

478万円

△456万円

1,727万円

831万円

前年差

△2,372万円

1,291万円

2,803万円

△1億803万円

308万円

5,530万円

△4,694万円

予算額

4億6,771万円

3億3,294万円

1億574万円

2億3,497万円

9億7,884万円

1億4,438万円

予算額

3億3,621万円

3億4,147万円

2億386万円

1億8,597万円

5,296万円

8億8,766万円

3億5,090万円

歳出項目

人件費

物件費

扶助費

補助費等

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

前年比

100.7%

89.6%

104.7%

98.1%

101.8%

106.1%

前年比

93.4%

103.9%

115.9%

63.3%

94.5%

106.6%

115.4%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

（単位：万円）

おもな歳出の手当、費用の説明

議会議員・特別職・一般職員・会計年度任用職員等の報酬・
給与・手当です。（職員の新規採用による職員給の増など）
消耗品や燃料、電話料、郵便料、備品購入費、各種委託料な
どです。（天龍小学校増改築実施設計委託料などによる増）
法に基づき、児童、生徒、障がい者、高齢者に対して支払わ
れる医療費給付などです。
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負担
金や補助金・交付金です。（飯田広域消防負担金などの増）
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する負担金で
す。（総合体育施設建設工事、向方村営住宅建設工事などによる増）
一般会計から国保や水道・下水、介護保険などの特別会計へ
支出されるものです（国保診療所特別会計繰出金などの減）。

おもな歳出の手当、費用の説明

おもに村の基本的な行財税政の運営のための経費です。
（職員の新規採用などによる職員給の増など）
福祉など住民生活のための経費です。（障害福祉サービ
ス費などの増）
農林業に関する経費です。（森林環境整備基金積立金な
どの減）
村道整備や住宅などに関する経費です。（駅前活性化住
宅建設が完了したことなどによる減）
消防や火災予防などの災害対策のための経費です。（地
域防災計画改定業務委託料などによる増）
小・中学校や社会教育などに関する経費です。（総合体育
施設建設工事などによる増）
国などから借り入れた村債の返済金です。今年度も将来
の負担を軽減するため、繰上償還を行います。

目　的　別

（単位：万円）

性　質　別

義務的
経　費
92,435
34.8%

投資的経費
97,884　36.9%

その他
経　費
75,270
28.1%

人件費
46,771
17.6%

総務費
33,621
12.7%

公債費
35,090
13.2%

災害復旧費
10　0.0%

民生費
34,147
12.9%

その他
0　0.0%

衛生費
10,636　4.0%

労働費
8　0.0%

商工費
15,187　5.7%

消防費
5,296　2.0%

土木費
18,597
7.0%

教育費
88,766
33.4%

農林水産業費
20,386　7.7%

扶助費
10,574
4.0%

普通建設事業費
97,884　36.9%

公債費
35,090
13.2%

物件費
33,294
12.5%

補助費等
23,497
8.8%

繰出金
14,438
5.4%

維持補修費
1,678
0.6%

積立金
1,458　0.5%

予備費
300　0.1%

議会費
3,557　1.3%

災害復旧費
10　0.0%

村長室・応接室へ村産材を使用しました （薪ストーブ設置）

予備費
300　0.1%

　村では、村産材を、2020東京五輪・パラリンピックの選手村の交流スペースである「ビレッジプラ
ザ」建設のために無償提供しました。その木材が村へ返却されたため、村の公共施設等において有効
活用し多くの方に観てもらうことによって、当村が東京五輪・パラリンピックに協力をした足跡を何
らかの形で残したいと考えてきました。
　その様な中、役場庁舎２階の村長室及び応接室（村長室横）の壁や天
井は、老朽化によって修繕が必要な時期となっていましたので、村産材
のPRにつなげるため、東京五輪・パラリンピックから返却された当村
の木材を利用する工事を行いました。
　あわせて、令和元年度にスタートしました産業振興に係る調査研究プ
ロジェクトの森林資源活用チームにおける活動の一つとして、村の木を
使った薪の需要（販売先）を研究する中で、公共施設への薪ストーブの
設置を検討し、応接室の木質化に合わせて設置を行いました。村では、
多くの方の目に触れる公共施設で薪ストーブを使用することによって、
薪を生産されている方々などの販路拡大や、環境問題に代表されるよう
な様々な社会問題に取り組む活動（SDGs）を推進していきたいと考え
ています。役場へお出掛けいただいた際は、是非、お立ち寄りください。

村長室村長室

応接室（薪ストーブ）応接室（薪ストーブ）

貸付金・投資及び出資金
605　0.2%

　
３
月
18
日
㈯
に
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
集
落
支
援
員
の
１

年
間
の
活
動
報
告
会
を
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
向
方
老
人

憩
い
の
家
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

直
近
３
年
間
は
対
面
で
の
報
告

会
が
出
来
ず
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
放
映
、Y

ouT
ube

の
公

開
に
て
報
告
会
と
し
て
い
ま
し

た
。

　
４
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
は
、

報
告
会
に
お
越
し
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
感
想
を

ダ
イ
レ
ク
ト
に
お
聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
、
有
意
義
な
報
告
会

と
な
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
度

も
引
き
続
き
協
力
隊
・
支
援
員

と
も
ど
も
お
世
話
に
な
り
ま
す

が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
東
京
都
文
京
区
に
あ
る
、
地

域
支
援
を
手
掛
け
る
ボ
ノ
株
式

会
社
と
天
龍
村
は
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
都
市
農
村
交
流
へ

の
取
り
組
み
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。
締
結
か
ら

こ
れ
ま
で
に
３
回
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た
の
で
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

【
天
龍
村
の
ゆ
ず
か
ら
生
ま
れ

た
グ
ラ
ノ
ー
ラ
で
パ
フ
ェ
を
作

ろ
う
】

　
天
龍
村
の
柚
子
を
使
っ
た
ア

レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
を
、
都
市
部
の

参
加
者
に
ご
紹
介
。
合
同
会
社

ゆ
ず
す
け
の
宮
澤
社
長
に
ビ
デ

オ
で
ご
出
演
い
た
だ
き
、
天
龍

村
の
ゆ
ず
の
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。

【
天
龍
村
の
信
州
サ
ー
モ
ン
と

中
井
侍
茶
を
味
わ
お
う
】

　
向
方
地
区
で
養
殖
さ
れ
て
い

る
信
州
サ
ー
モ
ン
と
、
中
井
侍

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
中
井
侍
茶

を
都
市
部
か
ら
の
参
加
者
に
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当
日

は
村
松
武
彦
さ
ん
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
信
州
サ
ー
モ
ン
の
特

徴
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
天
龍
村
を
都
市
部
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊・

集
落
支
援
員
の
活
動
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た

報告会の様子

当日の様子

都
市
農
村
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

イベントの様子

全員で記念撮影

　
４
月
１
日
㈯
に
、
東
京
都
中

央
区
に
あ
る
長
野
県
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
＆
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ

ー
ス「
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」で
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
篠
田
隊

員
が
取
り
組
む
茶
畑
の
オ
ー
ナ

ー
制
度
の
説
明
会
を
行
い
ま
し

た
。
オ
ー
ナ
ー
制
度
と
は
、
出

資
者
に
代
わ
り
茶
畑
の
管
理
を

行
い
、
そ
の
対
価
と
し
て
茶
葉

を
送
る
こ
と
や
、
体
験
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
を
通
じ
て
支
援
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　
当
日
は
10
名
を
超
え
る
参
加

が
あ
り
、
お
茶
に
対
す
る
質
問

や
、
申
し
込
み
の
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
後
も
オ

ー
ナ
ー
制
度
参
加
者
を
募
っ
て

い
く
予
定
で
す
の
で
、
気
に
な

る
方
、
お
知
り
合
い
に
お
茶
が

好
き
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
役
場
地
域

振
興
課
（
☎
32
―
１
０
２
３
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



利
用
に
必
要
な
も
の

①

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②

　「
パ
ソ
コ
ン
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
」
ま
た
は

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読
み
取

り
が
で
き
る
機
種
）」

　
な
お
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完

結
す
る
手
続
き
」
と
「
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
後
に
、
添
付
書
類
の

提
出
や
窓
口
に
別
途
出
向
く
必

要
の
あ
る
手
続
き
」
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
ぴ
っ
た
り
サ

ー
ビ
ス
内
で
手
続
方
法
な
ど
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
引
越
し
関
係

・
転
出
届
・
転
入
予
約

・
転
居
予
約

○
子
育
て
関
係

・
児
童
手
当
等
の
受
給
資
格
及

び
児
童
手
当
の
額
に
つ
い
て

の
認
定
請
求

・
児
童
手
当
等
の
額
の
改
定
の

請
求
及
び
届
出

・
氏
名
変
更
／
住
所
変
更
等
の
届
出

・
受
給
事
由
消
滅
の
届
出

・
未
支
払
の
児
童
手
当
等
の
請

求
・
児
童
手
当
等
に
係
る
寄
附
の
申
出

・
児
童
手
当
に
係
る
寄
附
変
更

（19）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（６）令和５年（2023年）４月28日
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※R2年度までは実績、R3は決算見込み、R4は当初予算で算出。

（単位：万円）

（単位：万円）

年度末残高

借入額

公債費

年度
Ｈ16
Ｈ17
Ｈ18
Ｈ19
Ｈ20
Ｈ21
Ｈ22
Ｈ23
Ｈ24
Ｈ25
Ｈ26
Ｈ27
Ｈ28
Ｈ29
Ｈ30
Ｒ元
Ｒ２
Ｒ３
Ｒ４
Ｒ５

当初予算額
222,000
209,600
192,600
187,500
178,700
179,000
179,000
176,000
204,000
170,000
197,400
173,600
160,000
166,000
173,000
230,000
211,400
204,000
262,900
265,600

年度

H16

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

Ｒ１

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

公債費

68,411

76,710

78,178

84,989

74,594

72,273

56,233

54,965

47,384

35,791

30,251

27,538

22,213

29,101

31,484

30,584

30,217

55,605

30,412

35,090

借入額

36,730

29,140

22,360

15,762

15,288

16,507

25,474

20,963

51,309

20,554

40,059

64,471

24,114

23,869

26,987

68,368

43,032

33,998

69,189

78,720

年度末残高

474,183

438,963

389,540

325,731

270,884

218,675

190,713

158,994

164,656

150,900

161,925

199,962

202,822

198,391

194,542

232,844

246,117

224,877

263,654

307,284

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

直
近
20
年
の
当
初
予
算
額
推
移

直近２０年間の村債借入額等推移

役場庁舎耐震改修

保育所整備

温泉大規模改修

総合体育施設建設

小中併設校整備

防災行政無線同報系
デジタル化工事

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
が
利
用
で
き
る

　
　
　
　
村
内
施
設
が
増
え
ま
し
た

　
村
内
の
公
共
施
設
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
防
災
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
に
つ
い
て

は
、
災
害
発
生
時
に
は
登
録
不

要
で
無
料
開
放
し
ま
す
の
で
、

緊
急
時
の
情
報
収
集
や
安
否
確

認
に
も
利
用
可
能
で
す
。

○
防
災
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

・
戸
口
集
会
施
設

・
大
河
内
多
目
的
集
会
施
設

・
大
久
那
集
会
施
設

・
原
集
会
施
設

・
岡
本
集
会
所

・
松
島
集
会
所

・
向
方
老
人
憩
い
の
家

・
ど
ん
ぐ
り
向
方
学
園
体
育
館

○
一
般
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

・
保
育
所

・
養
護
天
龍
荘

・
特
養
天
龍
荘

・
向
方
お
試
し
住
宅

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場
　
フ

リ
ー
サ
イ
ト
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス

○
防
災
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

・
１
回
60
分
を
限
度
に
、
１
日

何
回
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

・
初
回
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま

た
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
の

登
録
が
必
要
で
す
。

・
災
害
が
発
生
し
、
当
該
施
設

が
避
難
所
と
し
て
開
設
さ
れ

た
際
は
、
認
証
不
要
で
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
の
開
放
を
行
い
ま

す
。

○
一
般
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

・
接
続
時
間
の
制
限
な
く
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

・
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
一
覧
か
ら
該
当
の
Ｓ
Ｓ
Ｉ

Ｄ
を
選
択
し
、
パ
ス
ワ
ー
ド

を
入
力
す
る
こ
と
で
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

・
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
及
び
パ
ス
ワ
ー
ド

は
、
施
設
内
の
掲
示
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
詳
し
い
利
用
方
法
や

注
意
事
項
に
つ
い
て
は
、Ｈ
Ｐ

ま
た
は
施
設
へ
の
掲
示
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

新
し
く
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
が
利
用

　
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
施
設

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴

※

「J
ap
an
 C
o
n
n
ected

-free 
W
i-F
i

」
ア
プ
リ
で
既
に
利
用

登
録
済
み
の
場
合
、
初
回
の

手
続
き
は
不
要
で
す
。

ア
プ
リ
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

は
こ
ち
ら
↓

　
行
政
の
窓
口
手
続
き
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
役
場
に
出
向
く
必
要
の

あ
っ
た
申
請
や
届
出
な
ど
の
手

続
を
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
「
い

つ
で
も
」「
ど
こ
か
ら
で
も
」

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続

に
は
、
国
が
運
営
す
る
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
「
ぴ
っ
た
り
サ
ー

ビ
ス
」
を
利
用
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
可
能

な
手
続
き
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
？

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
、
国
が

運
営
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
す
。

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
の
ほ
か
、
行
政
機
関
な
ど
が

保
有
す
る
ご
自
身
の
情
報
の
確

認
や
、
行
政
機
関
な
ど
か
ら
の

お
知
ら
せ
通
知
の
受
信
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
可
能
で
す
。

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

　
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
は
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の
機
能
の
ひ
と
つ

で
、
子
育
て
や
介
護
を
は
じ
め

と
す
る
行
政
手
続

き
の
検
索
や
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
が
で

き
る
サ
イ
ト
で
す
。

・
受
給
資
格
者
の
申
出
に
よ
る

学
校
給
食
費
等
の
徴
収
等
の

申
出

・
受
給
資
格
者
の
申
出
に
よ
る

学
校
給
食
費
等
の
徴
収
等
の

変
更
等
の
申
出

・
児
童
手
当
等
の
現
況
届

・
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

・
支
給
認
定
の
申
請

・
保
育
施
設
等
の
利
用
申
込

・
保
育
施
設
等
の
現
況
届

・
妊
娠
の
届
出

○
介
護
関
係

・
要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
申
請

・
要
介
護
・
要
支
援
更
新
認
定

の
申
請

・
要
介
護
・
要
支
援
状
態
区
分

変
更
認
定
の
申
請

・
居
住
（
介
護
予
防
）
サ
ー
ビ

ス
計
画
作
成
（
変
更
）
依
頼

の
届
出

・
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の
再

交
付
申
請

・
被
保
険
者
証
の
再
交
付
申
請

・
高
額
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ

ス
費
の
支
給
申
請

・
介
護
負
担
限
度
額
認
定
申
請

・
居
宅
介
護
（
介
護
予
防
）
福

祉
用
具
購
入
費
の
支
給
申
請

・
居
宅
介
護
（
介
護
予
防
）
住

宅
改
修
費
の
支
給
申
請

・
住
所
移
転
後
の
要
介
護
・
要

支
援
認
定
申
請

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
で
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
で
き
る
手
続
き
に
つ
い
て

一
部
の
行
政
手
続
き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
お
こ
な
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た



し
、
住
民
の
方
が
安
心
し
て
走

行
で
き
る
路
線
と
な
る
よ
う
、

安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

②
保
育
所
運
営
事
業

　
保
育
士
４
名
分
の
人
件
費

（
８
ヶ
月
分
お
よ
び
期
末
勤
勉

手
当
）
を
確
保
で
き
、
地
域
格

差
の
な
い
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
継
続
し
て
保
育
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

③
林
道
小
河
内
川
線

　
　〈一
般
〉
改
良
工
事

　
林
道
小
河
内
川
線
は
熊
伏
山

登
山
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

で
あ
り
、
天
龍
簡
易
水
道
平
岡

地
区
水
源
の
管
理
路
線
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
林
業
施
設
以
外
に

も
利
用
度
の
高
い
重
要
な
路
線

で
あ
る
。
本
事
業
で
狭
隘
箇
所

の
改
良
及
び
舗
装
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
利
用
者
の
安
心
安
全

に
利
用
で
き
る
路
線
と
な
り
ま

し
た
。

④
小
中
学
校
運
営
事
業

　
天
龍
小
中
学
校
の
村
費
講
師

４
名
（
６
ヶ
月
分
お
よ
び
期
末

勤
勉
手
当
）
を
確
保
す
る
こ
と

で
、
複
式
学
級
が
解
消
さ
れ
、

将
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
の
た

め
に
質
の
高
い
教
育
の
提
供
、

特
色
あ
る
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
今
後
の
森
林

資
源
活
用
の
方
向
性
と
し
て
、

森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
、
雇
用
創
出
、
林
業
の
担

い
手
確
保
及
び
育
成
、
子
供
た

ち
へ
の
木
育
を
検
討
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
報

告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
じ
て
よ
り
具
体
的
な
観
光
振

興
策
と
な
る
よ
う
、
和
知
野
川

キ
ャ
ン
プ
場
に
お
け
る

テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
の
導
入

や
、
都
市
部
に
住
む
関

係
人
口
を
軸
と
し
た
観

光
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は

若
年
層
を
意
識
し
「
Ｔ

ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
」
の
運
用

を
は
じ
め
、
チ
ー
ム
内

で
村
の
特
産
品
や
ふ
る

さ
と
納
税
の
紹
介
な
ど

の
動
画
を
企
画
、
を
公

開
し
、
村
外
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
よ
り
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
た
福
祉
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク

不
足
や
農
産
物
の
価
格
低
迷
に

よ
る
農
業
離
れ
等
の
農
業
全
般

を
対
象
と
し
て
村
内
の
農
産
物

生
産
者
の
方
達
か
ら
ご
意
見
を

聞
き
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
４
年
目
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
目
標
の
一
つ
で
あ
っ

た
、
役
場
庁
舎
へ
薪
ス
ト
ー
ブ

を
設
置
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
薪
割
り
大
会
な
ど
、

天
龍
村
の
木
と
触
れ
合
う
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
も
行
い
ま
し

た
。
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご
参

　
村
で
は
、
第
６
次
総
合
計
画

及
び
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
仕

事
創
生
総
合
戦
略
の
実
現
に
向

け
て
、
村
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
べ
き
様
々
な
課
題
の
中

か
ら
、
効
果
が
大
き
く
重
要
と

考
え
ら
れ
る
、
農
業
、
林
業
、

観
光
に
関
す
る
産
業
振
興
に
つ

い
て
の
調
査
研
究
を
令
和
元
年

７
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
令

和
４
年
度
は
、
福
祉
に
関
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
加
え
、
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
行

政
主
導
に
よ
る
振
興
策
な
ど
の

仕
組
み
を
考
え
る
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
３
月
23
日
㈭
に
、
各
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
令
和
４
年
度
の
活
動

内
容
を
発
表
す
る
報
告
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
ご
多
用
の
中
、
本
活
動
へ
の

ご
助
言
や
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
並
び
に
報
告
会
に

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
貴
重
な

ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に

対
し
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
度
の
農
産
物
継
承
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
農
業
の
後
継
者

　
都
市
部
に
住
み
な
が
ら
、
天

龍
村
の
行
事
に
参
加
し
た
り
、

定
期
的
に
村
に
通
っ
た
り
す
る

こ
と
で
天
龍
村
と
の
「
つ
な
が

り
」
を
持
つ
人
口
を
創
出
す
る

事
業
「
秘
境
大
学
」
の
１
年
間

の
活
動
発
表
会
を
、
令
和
５
年

２
月
４
日
㈯
に
向
方
地
区
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
今
年
度
で
４
年

目
を
迎
え
ま
す
。
年
々
参
加
者

が
増
え
、
活
動
の
内
容
も
、
コ

ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
も
あ
り
、

現
地
で
の
活
動
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
報
告
会
の
中
で
も
、

参
加
者
が
主
体
的
に
天
龍
村
を

訪
問
し
て
研
究
を
進
め
る
姿

や
、
参
加
者
が
持
つ
ス
キ
ル
を

（７）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（18）令和５年（2023年）４月28日

農
産
物
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

森
林
資
源
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

福
祉
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

報告会の様子

秘
境
大
学
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
天
龍
村
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
は
、
村
長
か
ら
令
和
５
年
度

村
議
会
議
員
報
酬
月
額
及
び
村

常
勤
特
別
職
給
料
月
額
に
関
す

る
諮
問
を
受
け
て
、
２
月
６
日

㈪
に
審
議
会
を
開
催
し
、
２
月

17
日
㈮
に
、
福
士
和
成
会
長
か

ら
村
長
に
対
し
、
答
申
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
答
申
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
議
会
議
員
の
報
酬
月
額
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
審
議
会
に
お

い
て
、
全
議
員
の
報
酬
月
額
を

３
％
程
度
引
き
上
げ
た
こ
と

や
、
今
後
、
一
層
住
民
に
伝
わ

る
議
員
活
動
に
尽
力
し
て
も
ら

う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
し

て
、
現
行
の
額
を
据
え
置
く
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
長
の
給
料
月
額
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
業
績
等
を
踏

ま
え
る
中
で
、
就
任
当
時
の
61

万
３
千
円
ま
で
回
復
さ
せ
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
副
村
長
・
教
育
長
の
給
料
月

額
に
つ
い
て
は
、
就
任
し
て
間

も
な
い
こ
と
や
、
平
成
29
年
度

と
平
成
30
年
度
に
給
料
月
額
の

引
き
上
げ
を
し
た
経
過
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
行
の
額
を
据
え

置
く
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
長
は
、
答
申
の
結
果
を
尊

重
し
た
う
え
で
、
自
身
の
給
料

月
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

は
、
大
型
事
業
が
重
な
っ
て
い

る
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
、
据

え
置
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
令
和
５
年
度
の
村

議
会
議
員
報
酬
及
び
村
常
勤
特

別
職
給
料
は
、
令
和
４
年
度
と

同
額
と
さ
れ
た
た
め
、
議
会
へ

の
上
程
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

村
議
会
議
員
報
酬
月
額

村
常
勤
特
別
職
給
料
月
額

令
和
５
年
度
村
議
会
議
員
報
酬
及
び
村
常
勤
特
別
職
給
料

○令和５年度村議会議員報酬月額
議　長：　　237,000円（前年度と同額）
副議長：　　163,000円（　　　〃　　　）
常任委員長：153,000円（　　　〃　　　）
議　員：　　144,000円（　　　〃　　　）
○令和５年度村特別職給料月額
村　長：　　600,000円（前年度と同額）
副村長：　　520,000円（　　　〃　　　）
教育長：　　460,000円（　　　〃　　　）

活
か
し
た
活
動
が
紹
介
さ
れ
、

公
聴
さ
れ
た
地
域
の
方
か
ら
も

関
心
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
秘

境
大
学
の
活
動
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ト
は
、
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場

ま
で
」
を
テ
ー
マ
に
、
保
育
、

高
齢
者
福
祉
の
現
状
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

足
初
年
度
と
い
う
こ
と
で
、
保

育
所
の
職
員
に
対
し
、
保
育
環

境
（
職
場
待
遇
）
に
関
す
る
聞

き
取
り
調
査
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員
に
対
し
、
職
場
の
待

遇
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

産
業
振
興
に
係
る
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
開
催

▲天龍村
TikToK

▲天龍村
Instagram

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
を
活
用
し
、
昨
年
度
は
村

道
川
合
線
法
面
防
災
工
事
、
保

育
所
運
営
事
業
、
林
道
小
河
内

川
線
、
小
中
学
校
運
営
事
業
の

４
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
交
付
金
は
、
ダ
ム
な
ど
の
発

電
施
設
の
あ
る
市
町
村
に
交
付

さ
れ
、
天
龍
村
に
は
約
３
千
万

円
が
毎
年
度
交
付
さ
れ
て
い
ま

す
。令

和
４
年
度
事
業
概
要

①
村
道
川
合
線

　
　法
面
防
災
工
事

　
当
路
線
は
永
年
の
風
雨
に
よ

る
浸
食
に
よ
っ
て
表
面
の
風
化

が
進
行
し
て
お
り
、
吹
付
工
法

に
よ
る
安
定
確
保
が
重
要
で
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
年
に
５
〜
６
件

ほ
ど
発
生
し
て
い
た
当
該
区
間

の
落
石
発
生
の
リ
ス
ク
を
軽
減



種類 補助金等の額 補助対象事業の範囲及び補助要件

住
宅
新
築
補
助
金

16歳～40歳
工事費の20％以内
41歳～50歳
工事費の10％以内
51歳～60歳
工事費の5％以内
（限度額200万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意志がある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請後２年以内に建築の完成を認める者
④補助金は１戸１件を対象とします。
⑤申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受け建設する場合は対象となりません。
ただし、村長が特別の理由があると認めるときは、この限りではありません。
⑥工事完成後に補助金を交付します。
⑦工事完成後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

住
宅
増
改
築
補
助
金

16歳～40歳
工事費の20％以内
41歳～50歳
工事費の10％以内
51歳～60歳
工事費の5％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③補助金は１戸１件を対象とします。
④申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて施工する場合は対象となりません。
⑤工事完了後に補助金を交付します。

空
き
家
等
取
得
補
助
金

16歳～40歳
取得費の20％以内
41歳～50歳
取得費の10％以内
51歳～60歳
取得費の5％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて取得する場合は対象となりません。
④空き屋等取得後に補助金を交付します。
⑤空き屋等取得後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

住
宅
用
地
取
得
補
助
金

取得費の100％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③住宅用地面積100㎡以上取得した者
④用地取得後に補助金を交付します。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
助
成
金

2歳以上1人につき5万円

右記⑥に該当する場合は
＋5万円

①天龍村に16歳以上60歳以下でU・Ｉターンした者で、居住及び住所を有し、かつ、永住の
意志のある者
②村内に居住した日から起算し、２年経過後に支給します。
③支給は１人につき１回限りとし、支給後の再転入は支給しません。
④申請者本人及び同居者が他の補助金を受けた場合は支給しません。
⑤申請時において２歳未満の子供がいる場合は、その子供に対し出産祝金の額を交付します。
⑥転入時に30歳以下でU・Ｉターンした者のうち、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、
就農し、
　継続して２年以上勤務した場合は、①～⑤とは別に左記に定める助成金を支給します。

後
継
者
補
助
金

5万円

右記③に該当する場合は
＋5万円

①新規学卒後、村内に居住及び住所を有し、かつ、本人及び父母等に永住の意志がある者
②卒業した日から起算し、12か月経過後に支給します。ただし、申請時に12か月以上の居住
及び住所要件を満たしている必要があります。
③新規学卒した年に、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農し、
　継続して２年以上勤務した場合は、①②とは別に左記に定める助成金を支給します。

通
勤
助
成
事
業

1㎞あたり10円
（支給限度：一月あたり
10,000円但し、支給総額
の1/3の額は村内SS利
用クーポン券にて助成）
年間支給券算出式
「10円×最短通勤往復距
離×1か月の通勤日数（22
日を上限とする）×通勤
月数」

①1月1日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志がある者
②16歳以上で村外の就業地に勤務している者、及び村長が特別に認めた者に支給します。
③毎年１月から12月までの間の利用実績に応じ、支給総額を決定します。
　ただし、当該月の勤務日数が15日を欠くときは当該月分については支給の対象となりません。
④支給総額のうち2／3は現金で支給し、1／3は村内SSで翌年度利用できるクーポン券（千
円券）を発行します。
　【クーポン券相当額計算式】支給総額×1／3（但し百円単位は切り捨て、現金で支給）
⑤④で算出された金額のうち、16歳～40歳はその額の10／10、41歳～50歳は2／3、51歳以
上は1／3の額を支給し、消防団員にあっては算出された年間支給額に10％の額を加算し支
給します。※支給率の年齢は申請基準日を適用します。
⑥村内ＳＳ利用クーポン券は村内のガソリンスタンドに限り使用できるものとし、当該スタンド
取扱商品、サービスに対し使用できます。（利用可能の例：給油、灯油配達、タイヤ・オ
イル交換、洗車等／利用不可能：専用カードへの入金）

結
婚
祝
金

国内、外国人との結婚を
問わず
1組　10万円

①天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある夫婦（居住要件
は片方が該当していれば対象となります。）
②結婚祝金は重複して支給しません。

出
産
祝
金

第1子・第2子　20万円
第3子　50万円
第4子以降は第3子と同額

父母のいずれかが天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある父母。

（17）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（８）令和５年（2023年）４月28日

　地方公共団体の会計制度は１年間の現金の出入りを単純・明確に表現するために優れた会計です。しかし
資産や将来の負担などについての全体像は把握できません。そのため公会計制度では、現金の収支だけにと
らわれない発生主義の考え方に基づき、資産や負債の状況を示し、あわせて関係する団体との連結を行なう
ことで、地方公共団体の決算を新しい角度から情報開示します。
　財務諸表は、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の４表により構成されます。
　天龍村では従来、「総務省方式改訂モデル」により作成してきましたが、平成28年度決算より国から示され
た「統一的な基準」により作成しました。これにより、自治体同士を比較することが可能となりました。
 なお、財務書類は一般会計、全体会計（一般会計＋特別会計（国保、水道、下水道、介護、後期高齢者、国保診療所）、
連結（全体会計＋第３セクター、広域連合、一部事務組合）の３種類を作成しています。

令和３年度の天龍村の財政状況分析結果

統一的な基準による令和３年度天龍村の財務書類を公表します

負債の部資産の部

資本の部

1 貸借対照表（バランスシート）
R4.3.31現在

村が所有している資産の種類と金額を左側に、その資産を取得するための財
源を右側に表すことで、資産や負債の現状を把握できます。

2 行政コスト計算書
R3.4.1～R4.3.31

自治体の支出のうち、行政サービスを供給するためにかかった消費的な支出
の内訳がわかります。

項　　　目 令和３年度

A 経常行政コスト 25億9,164万円

内

　
　
訳

1．人にかかるコスト（人件費など） 4億990万円

2．物にかかるコスト（消耗品や減価償却など） 15億8,066万円

3．移転支出的なコスト（社会保障給付金や他会計への繰出金） 5億9,052万円

4．その他のコスト（公債費等の利息など） 1,056万円

B 経常収益（使用料、手数料、分担金など） 6,833万円

C 純経常行政コスト（A－B） 25億2,331万円

D 純行政コスト 25億2,376万円

（今までの世代が負担した
額）

155億136万円

＝ ＋＋

183億4,447万円

155億5,092万円
公共資産
（道路・公共施設などの
固定資産）

5億3,599万円投資等
（基金など）

22億5,756万円流動資産
（現金など）

（地方債など将来世代が負
担する額）

28億4,311万円

※詳細は地域振興課 移住定住推進係までお問い合わせください。（☎32－1023）

（2022年４月１日～ 2025年３月31日）

天龍村定住促進事業のあらまし
　令和４年度より条例を改正しました。引き続き皆さんに「天龍村に住んで良かった」と、また村外の方々に「天龍村に住
んでみたい」と思っていただけるような魅力ある村づくりに寄与することを目的とした条例です。該当すると思われる方は、
お気軽にご相談ください。
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福祉サービスやごみ収集など、資産形成に結び付か
ない行政サービスに対するコストと、その対価とし
て得た使用料等を対比で表したものが「行政コスト
計算書」です。
村民１人当たりの純行政コストは223万円でした。
村民みなさんに負担していただいている、受益者負
担の状況は2.6％となっています。

前年度末純資産残高（令和２年度末） 156億4,235万円

増
減
の
詳
細

純行政コスト（行政コスト計算書より） △25億2,376万円

一般財源（税収入など）・補助金など 23億9,043万円

無償所管換等 △766万円

本年度末純資産残高（令和３年度末） 155億136万円

A 前年度末現金預金残高（令和２年度末） 1億3,163万円

B 本年度歳計現金増減額 3,692万円

内

　
　
訳

業務活動収支⇒収入：村税、使用料及び手数料など　支出：人件費、物件費など 5億8,893万円

投資活動収支⇒収入：国県等補助金、基金など　支出：公共施設等整備費など △3億3,960万円

財務活動収支⇒収入：地方債発行収入など　支出：地方債償還額など △2億1,241万円

C 本年度末歳入外現金増減額 606万円

D 本年度末現金預金残高（令和３年度末）（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 1億7,461万円

（９）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（16）令和５年（2023年）４月28日

3 純資産変動計算書
R3.4.1～R4.3.31

貸借対照表の「純資産の部」の内容が一年間でどのように変化したかを表し
ます。

4 資金収支計算書
R3.4.1～R4.3.31 どのような要因で資金が増減したかを把握できます。

詳しくは、総務課企画財政係　☎32－2001へお問い合わせください

貸借対照表から分かる事は
村民１人当たりの資産額は　1,572万円
村民１人当たりの負債額は　　244万円
となりました
（資産は現金のほか、道路などの施設も含まれています）

村の資産のうち、これまでの世代（過去及び現役世
代）が負担してきた現世代負担比率は84.5％でした。
将来負担しなければならない将来世代の負担比率は
12％となります。

長野県から自動車税の納税通知を発送します。
５月中旬にはお手元に届きますので、納期内のご納
付をお願いします。
金融機関・郵便局・コンビニエンスストア・県税事
務所の窓口・クレジットカード・ペイジー・スマート
フォンアプリなどで納付できます。
お問い合わせ先：長野県南信県税事務所

℡：0265-53-0405、0406、0407
～済ませてね　忘れず早めに　自動車税～

自動車税の納期限は5月31日㈬です

（総務課）
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（15）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（10）令和５年（2023年）４月28日

国民健康保険にご加入の皆さんへ
人間ドック補助制度をご利用ください
今年度も生活習慣病などの早期発見、早期治療、重症化予防を目的とし、加入者
の健康保持増進を図るため、人間ドック費用の一部の補助を行います。
国保加入者の方は、ぜひご利用ください！

対象者

補助金額

補助を受けられる条件

申請に必要なもの

補助の流れ

注意事項

　　　　　・40歳以上74歳以下の天龍村国民健康保険に加入している方

　　　　　・人間ドック受診　　　　阿南病院　　　　20,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　その他医療機関　13,000円
　　　　　・脳ドック受診　　　　　16,000円（単独で受診）
　　　　　　　　　　　　　　　　　8,000円（人間ドックオプション時）

　
・人間ドック等受診後に健診結果を村へ提出した方。
・年度内（４月から翌年３月）に補助を受けていないこと。
　（補助は年度内で、人間ドック、脳ドック１回ずつとなります）
・年度内に村の集団特定健診や個別特定健診を受診していない方。
・申請日において、天龍村国保税を滞納していない世帯に属する方。

①個人で医療機関に予約をする。
②人間ドック等を受診する。
③健診結果が届いたら、役場窓口にて健診結果と領収書を添えて補助金の申請手続き及び保健師によ
る面談を行う（なるべく本人がお越し下さい）。
④後日、補助金の振込を行います。

　
・申請書（役場窓口にあります）　・領収書（原本）
・人間ドック健診結果（コピー）　・振込先が分かるもの　・印鑑

　
・７月以降に人間ドックを受診される方は、６月に送付予定の特定健診の受診券を持参して人間ドッ
クを受診してください。
・人間ドックを受診される方は、７月に行う集団特定健診を受診する必要はありません。
・その他不明な点はお問い合わせください。

～お問い合わせ先～
健康福祉課　健康支援係
　　　  ☎32-1021

令和５年度 地区担当職員名簿
令和５年４月１日現在

地区名 担当職員名

為 栗
影原　　房 飯泉　幸大 宮澤　寿幸

長島宇連

折 立 齋藤　正宏 福士　冬吾

清 水 玉井　直江 瀧澤　　翔

東 原 Ａ 鈴木　浩孝 野竹　英二 槇村　綾奈

東 原 Ｂ 伊藤　祐介 小瀬水　渉

西 原 渡久山直樹 内藤　孝雄 吉野あづ美 福士　冬吾 宮澤真由美

中 央 大平　成二 田嶋　迪朗
宮澤真由美 中島加奈子

山﨑　仁美
成瀬　理沙 塚田　　響

北 大平　崇史 小林　勇太

本 町 松澤　一生 成瀬　理沙 青木裕一郎

余 野 熊谷　弘幸 小瀬水　渉

岡 本 橘　謙治 森　　祐二 金田　祥吾 槇村　綾奈 宮澤　寿幸

長 野 町 影原　　房 若月　瑞歩

長 野 藤澤　久美 服部　誠司

南 上 橋爪　　貴 坂田　一万 中島加奈子

南 中 大平　卓治 宮下　正和 斉藤　佑馬 西村　颯真　 飯泉　幸大 青木裕一郎

栄 町 内藤　孝雄 金田　祥吾

南 下 中島　俊博 吉野あづ美

松 島

大平　崇史 長田みゆき 石坂　美帆 岩崎紗佑美 若月　瑞歩 塚田　　響
松島中電

独身住宅

長 沼

鶯 巣 服部　誠司 斉藤　佑馬

十 久 保 渡久山直樹 長田みゆき

下 山 宮下　正和 青木裕一郎

中 井 侍 斎藤　正宏 玉井　直江

途中上平
森　　祐二 瀧澤　　翔

鶯巣宇連

福 島 後藤　浩二 藤澤　久美 小林　勇太

倉 の 平 熊谷　弘幸 若月　瑞歩

坂 部 大平　卓治 石坂　美帆

中 組 野竹　英二 飯泉　幸大

戸 口 鈴木　浩孝 岩崎紗佑美 宮澤　寿幸

大 久 那 橘　　謙治 西村　颯真

合 戸
松澤　一生 福士　冬吾

見 遠

向 方
後藤　浩二 橋爪　　貴 田嶋　迪朗

峠 山

大 河 内 中島　俊博 伊藤　祐介 後藤三八子

梨 畑 坂田　一万 大平　成二 後藤三八子
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年齢

対象者

受診に
必要な
もの　

日時
場所

費用（個　人
負担金）

実施者
（お問い合
わせ先　）

婦人科検診

子宮頸がん：20歳以上
乳がん（エコー）：30歳～39歳及び
　　　　　　　　41歳～69歳の奇数歳
 　 　〃 　　 （マンモ）：40歳～70歳の偶数歳

受診希望者には、後日連絡致します

阿南病院

問診
子宮頸がん：細胞診
乳がん：超音波検査（エコー）、
　　　　マンモグラフィー
子宮頸がん　1,870円
乳がん（エコー）1,930円
乳がん（マンモグラフィー）3,360円

大腸がん

40歳以上

10月30日㈪
10月3１日㈫

老人福祉センター
おきよめの湯

問診
便潜血検査
（２日法）

500円

満75歳以上の方

後期高齢者医療保険加入者
で希望される方

①長野県後期高齢者医療被
保険者証
②受診券（６月中に送付予定）

7/11㈫午前 おきよめの湯

7/11㈫午後 老人福祉センター

7/12㈬午前 老人福祉センター

1,000円

天龍村役場健康福祉課
 ☎32-1021

勤務先などの医
療保険加入者及
びその扶養者

胃がん

40歳以上

10月3１日㈫

老人福祉センター
おきよめの湯

問診
胃部X線撮影
（バリウム）

1,500円

肺がん

40歳以上

９月19日㈫

各地区を巡回しま
す

問診
胸部X線撮影

500円

検診
項目

対象者

実施日

受診
場所

検査
項目

受診料
（個　人

負担金）

お問い合わせ先：天龍村役場健康福祉課　☎32-1021
※詳しくは、４月上旬にお配りしました「がん検診希望調査」をご覧いただき、申し込みください。

がん検診一覧表がん検診一覧表

年に1度は、特定健診を受けましょう!年に1度は、特定健診を受けましょう!

※人間ドックを受診予定の方は、村の集団特定健診は受診する必要はありません。
※75歳以上の方で定期的に病院を受診している方は、主治医とご相談ください。

当該年度40～74歳の方（75歳の誕生日前日まで）

天龍村国保加入者の方

（人間ドックとの重複受診はで
きません）

①天龍村国民健康保険被保
険者証
②受診券（６月中に送付予定）

7/11㈫午前 おきよめの湯

7/11㈫午後 老人福祉センター

7/12㈬午前 老人福祉センター

2,000円

天龍村役場健康福祉課
 ☎32-1021

高血圧症、脂質異常症、糖尿病などの生活習慣病のほとんどは自覚症状がないため、健診で早期発見しましょう。
また、内臓脂肪が過剰に蓄積した状態であるメタボリックシンドロームは、生活習慣病の原因と言われており、特定健診は
このメタボリックシンドロームに着目した内容になっています。ぜひ受診しましょう！

加入している各
医療保険者にお
問い合わせくだ
さい。

「特定健診」
とは…

特　定　健　診 特定保健指導

健診の結果、メ
タボリックシンド
ロームのリスク
に応じて、医師・
保健師などの専
門家から生活習
慣改善のサポー
トを６ヶ月間受け
られます。

健診のあとは、特
定保健指導を受
けましょう！

後期高齢者健康診査

令和５年度 村各部署の業務内容
　令和５年度における各部署の業務内容は以下のとおりです。各部署には直通の電話番号がありますので、ご利用ください。
　なお、役場庁舎窓口での住民皆様の利便性を図るため、税金・戸籍・住民票・マイナンバーカードの申請やクォッシー券・
ゴミ袋の販売等の窓口業務を統合した「住民税務課」(旧税務会計課)を設置するとともに、住民課を「健康福祉課」へ名称変
更しました。
○総務課（庁舎２階　☎ 32-2001）

係等名 業　　務　　内　　容

総務情報係

異議申立て・請願・和解、公印管守、文書収受・発送、契約・係争等文書保管、庁舎・構内の保守管理、秘書・渉
外、人事・給与、任免・進退・賞罰・服務・身分、職員研修・福利厚生、職員共済・退職手当、公務災害、公用車管
理、防犯、自衛隊、消防・防災・消防無線、交通安全、交通災害共済、総合教育会議、人事評価制度、市町村合併、
行革・集中改革プラン、地区活動・地区懇談会・地区担当者制度、防災行政無線、情報通信、CATV、ラジオ難聴対
策、DX推進事業、光キャスト事業　等

企画財政係
財政、予算・執行管理、公会計、地方交付税、村債、村有財産、総合計画、基本計画、過疎計画、辺地計画、広域行
政（南信州広域連合、定住自立圏、三遠南信、リニア中央新幹線）、村営バス、公共交通、職員提案制度、統計、備
品管理、ふるさと納税　等

○議会事務局（庁舎２階　☎ 32-1041）
係等名 業　　務　　内　　容

議会事務局 議会、選挙管理委員会、監査委員会、褒賞、条例・規則、法規審査委員会、ホームページ、村民からの提案制度、出
前講座、広報・公聴　等

○地域振興課（庁舎２階　☎ 32-1023）
係等名 業　　務　　内　　容

農務国調係 農業・農水産の振興、畜産・家畜保健衛生、農地、土地改良、農業共済、農業委員会、農業後継者対策、農道建設・
維持管理、特産品開発、第３セク経営改善、事業継承支援（農業関係事務局）、国土調査全般、道路登記事務　等

林務係 林業・林産物の振興、村有林の経営管理、保安林、治山事業、鳥獣保護・狩猟、林道建設・維持管理、特産品開発、
事業継承支援（林業関係事務局）　等

商工観光係 商工業の振興、商工金融、企業誘致・企業対策、観光事業振興、観光施設の維持管理、計量器、第３セク経営改善　
等

買物支援対策室 買物支援対策　等

移住定住推進係
いきいき活動支援金、県元気づくり支援金、都市との交流、地方創生、定住促進、移住相談、関係人口、結婚相談、
地域おこし協力隊、まち・ひと・しごと創生総合戦略、空き家バンク、職業紹介指導、集落支援員、大学生インター
ン事業、地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）、山村留学　等

○住民税務課（庁舎１階　☎ 32-1024）
係等名 業　　務　　内　　容

税務係 村税賦課徴収、税統計・証明、土地家屋等の申告・届出・台帳整備、公図の保守管理、滞納処分　等

住民窓口係 現金・金券の収受、出納管理、決算、戸籍、住民基本台帳、外国人登録、印鑑登録、人口動態、埋火葬、個人番号（
マイナンバーカード交付）、クォッシー券・ごみ袋販売　等

○健康福祉課（庁舎１階　☎ 32-1021）
係等名 業　　務　　内　　容

福祉係
国民年金、戦没者遺族等援護、福祉関係（児童・母子・父子・老人・障害）、児童手当、村民保養券、外出支援・福
祉運送・タクシー券制度、青少年健全育成、民生児童委員、人権擁護、保護司、生活保護、雇用安定、男女共同参
画、シルバー人材、日赤奉仕団、福祉施設整備、あったか券　等

健康支援係 国民健康保険、国民健康保険税の賦課徴収、後期高齢者医療、特定健診、介護保険、保健指導、各種検診、各種予防
接種、健康増進、栄養指導、健康プラン、福祉医療（児童・母子・父子・老人・障害）、出産・子育て応援事業　等

国民健康保険
診療所
（☎ 31-0950）

診察、薬剤又は治療材料の投与及び支給、処置手術及びその他の治療、健康診断及び健康相談、療養の指導及び相
談、看護師業務、診療所に関する事務　等

地域包括支援
センター

地域包括ケア、介護予防、在宅医療・介護連携、認知症対策、健康支援整備、認定調査、地域支援事業（運動教室・
あつまらまい会・任意事業等）、総合事業全般、福祉ICT、消費生活、災害支援（要配慮者・高齢者避難等）　等

社会就労センター
（☎ 32-2223）

就労者の管理、製作過程時の指導、材料・製品の受入れ、出荷・検査、加工賃の請求・支払計算等、取引先との業務
連絡、施設・備品の管理、医療互助会、その他授産業務　等

○建設課（庁舎１階　☎ 32-1022）
係等名 業　　務　　内　　容

建設係 村道建設・維持管理、河川・治水・水防、地すべり、村営住宅（駅前活性化含む）、建築、廃屋対策　等

環境水道係
簡易水道、簡易給水施設、個人水道施設等整備補助、公共下水道、し尿処理、合併処理浄化槽、農業集落排水、狂犬
病予防、環境衛生、廃棄物処理、リサイクル、墓地、行旅病人・行旅死亡人、公害、新エネルギー、ごみ袋の取扱い
　等

○南支所・温泉（☎ 32-3111）
係等名 業　　務　　内　　容

南支所 住民基本台帳、印鑑、行政証明、村税その他収納　等
天龍温泉
（☎ 32-3737）

施設利用者サービス、施設利用料金の徴収、その他売上金等の徴収、現金管理、施設の維持管理、就労者の管理、源
泉の維持・管理・運営　等

○教育委員会（☎ 32-3206）
係等名 業　　務　　内　　容

教育係
教育委員会事務局、学校教育全般、学校施設管理、学校給食、就学指導、教員住宅、社会教育、生涯学習、社会体
育、公民館、文化財保全保護、文化財調査、図書館管理運営、各施設管理、通学路安全会議、放課後子ども教室、奨
学金、なんでも館常設展示、子育て支援　等

併設学校整備室 併設学校整備全般
学校給食 学校給食
学校用務員 学校公使
天龍保育所
（☎ 32-2031）

入所児の保育、保育所建物・各種施設備品等の管理、保育所利用者負担額算定・徴収、各種の行事計画・実施、発達
支援、延長・希望・一時預かり保育、未就園児世帯への子育て支援、学校連携　等
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あ
な
た
と
こ
れ
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
世
代
の
子
ど
も
を
守
る

た
め
に
、
風
し
ん
の
抗
体
検
査

と
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
！

　
成
人
が
風
し
ん
に
か
か
る
と

症
状
が
重
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
初
期
の
妊

婦
さ
ん
が
感
染
す
る
と
、
赤
ち

ゃ
ん
の
目
や
耳
、
心
臓
に
障
害

が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
37
〜
53
年
度
生
ま
れ
の

男
性
は
、
過
去
に
公
的
な
風
し

ん
予
防
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
こ
の
年
代
の
男

性
が
抗
体
検
査
を
受
け
、
必
要

で
あ
れ
ば
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
で
免
疫
の
あ
る
人
が
増
え
、

風
し
ん
の
流
行
は
な
く
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
既
に
抗
体
検
査
を
受

け
て
抗
体
が
十
分
に
あ
る
と
判

明
し
て
い
る
方
は
、
検
査
は
不

要
で
す
。

　
令
和
５
年
４
月
〜

　
　
令
和
７
年
３
月
31
日

①
受
診
日
に
天
龍
村
に
住
所
の

あ
る
方

②
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男

性
③
今
ま
で
抗
体
検
査
を
し
て
い

な
い
方

○注　
ク
ー
ポ
ン
券
と
通
知
は
、
昨

年
度
中
に
郵
送
い
た
し
ま
し

た
。

・
抗
体
検
査
　
無
料

・
予
防
接
種
　
無
料

　
（
抗
体
が
低
い
方
の
み
）

　
全
国
集
合
契
約
の
委
託
医
療

機
関

※
１
　
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は

予
約
が
必
要
で
す
。
ま
た
委

託
医
療
機
関
以
外
の
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
医

療
機
関
へ
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
２
　
職
場
の
健
診
を
受
け
る

際
、
風
し
ん
抗
体
検
査
も
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

風
し
ん
抗
体
検
査・予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て

《
昭
和
37
年
〜
53
年
度
生
ま
れ
の
男
性
の
皆
様
へ
》

実
施
期
間

費
　
　
用

実
施
医
療
機
関

対
　

象
　

者

令和５年度からの天龍村国民健康保険診療所の診療体制について

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、
次

の
２
種
類
の
任
意
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
接
種
費
用
の
助
成
を
始
め

ま
し
た
。（
い
ず
れ
も
任
意
の
予
防

接
種
で
あ
り
、
接
種
す
る
こ
と
を
村
か

ら
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
帯
状
疱
疹
】

・
対
象
／
接
種
日
時
点
で
天
龍
村

に
住
所
の
あ
る
者（
50
歳
未
満
の

方
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
）

・
助
成
の
額
／
接
種
費
用
の
半
額

・
申
請
方
法
／
接
種
後
に
医
療
機
関

　
発
行
の
領
収
書
を
添
え
て
、
役

場
健
康
福
祉
課
ま
た
は
南
支
所
に

て
申
請
く
だ
さ
い
。（
天
龍
村
国
保

診
療
所
で
接
種
の
場
合
は
、
診
療
所

窓
口
で
接
種
費
用
の
半
額
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い
）

【
お
た
ふ
く
風
邪
】

・
対
象
／
接
種
日
時
点
で
天
龍
村

に
住
所
の
あ
る
１
歳
か
ら
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者

・
助
成
の
額
／
接
種
費
用
の
全
額

・
申
請
方
法
／
接
種
後
に
医
療
機
関

　
発
行
の
領
収
書
を
添
え
て
、
役

場
健
康
福
祉
課
ま
た
は
南
支
所
に

て
申
請
く
だ
さ
い
。（
天
龍
村
国
保

診
療
所
で
接
種
の
場
合
は
、
窓
口
負

担
な
し
で
す
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
健
康
支
援
係

　
電
話
32
‐
１
０
２
１

・
朝
＊
起
床
後
１
時
間
以
内
、

排
尿
後
、
朝
食
・
服
薬
前

・
夜
＊
就
寝
前

・
週
５
日
以
上
測
定
し
た
結
果

を
医
師
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
家
庭
血
圧
や
健
康
診

断
で
「
高
血
圧
」
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
に

せ
ず
、
ま
ず
は
生
活
習
慣
に
気

を
つ
け
、
血
圧
の
記
録
を
持
参

し
て
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
有
無
を
調
べ

健
康
管
理
に
役
立
て
る
た
め
、

年
に
一
度
は
健
康
診
断
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

『
令
和
５
年
度
の
特
定
健
診
・

が
ん
検
診
に
つ
い
て
』

　
村
で
は
国
保
加
入
者
対
象
の

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
、

が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。

　
が
ん
検
診
と
後
期
高
齢
者
健

診
に
つ
い
て
は
、
各
戸
に
お
届

け
し
た
「
検
診
調
査
票
」
の
、

村
で
う
け
る
・
勤
務
先
で
う
け

る
・
個
人
で
う
け
る
（
人
間
ド

ッ
ク
等
）・
う
け
な
い
の
い
ず

れ
か
に
〇
を
し
て
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　「
村
で
う
け
る
」
に
〇
を
し

た
方
に
は
、
後
日
、
検
診
票
等

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

　
春
。
新
年
度
の
始
ま
り
で
す
。

新
し
い
環
境
で
気
持
ち
を
新
た

に
頑
張
り
た
い
も
の
で
す
が
、

ご
自
分
の
体
調
を
整
え
て
お
く

こ
と
は
、
元
気
に
過
ご
す
た
め

に
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
今
回
は
、
み
な
さ
ん
も
一
度

は
聞
い
た
こ
と
の
あ
る「
血
圧
」

に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

血
圧
は
「
診
察
室
血
圧
」
と
「
家

庭
血
圧
」
に
分
か
れ
、
診
察
室

血
圧
が
１
４
０
／
90 

mmHg
、
家

庭
血
圧
は
１
３
５
／
85 

mmHg
を

超
え
る
と
「
高
血
圧
」
と
い
わ

れ
ま
す
。

　
高
血
圧
の
状
態
を
放
置
す
る

と
、
血
管
が
傷
つ
き
、
動
脈
硬

化
が
進
行
し
て
、
脳
卒
中
や
心

臓
病
、
慢
性
腎
臓
病
な
ど
重
大

な
病
気
に
な
る
危
険
性
が
高
ま

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
家
庭
用
の
血
圧
計
で

定
期
的
に
血
圧
を
測
り
、
ご
自

分
の
血
圧
の
状
態
を
正
し
く
知

る
こ
と
を
勧
め
し
ま
す
。

《
家
庭
血
圧
の
正
し
い
測
り
方
》

・
上
腕
血
圧
計
を
使
用

・
椅
子
に
座
り
１
〜
２
分
安
静

後
（
２
回
測
り
、
全
て
の
値

を
記
録
す
る
）

血

　圧

「
帯
状
疱
疹
」「
お
た
ふ
く
風
邪
」

　
　
　
　予
防
接
種
費
用
助
成

３月から４月にかけては就職や退職、転入・転出など異動が多くなる時期です。
新たに国保に加入するときや、国保から他の健康保険に変わるときには届出が必要です。
国民健康保険と他の健康保険（社保など）の加入者に異動があった場合は、自動的に資格変更の手
続きが出来ませんので、必ず本人、又は家族の方の届出が必要です。
国保に加入・脱退の手続きはお早めにお願いします。

異動があった時はお早めに ! 国保への加入・脱退手続きを異動があった時はお早めに ! 国保への加入・脱退手続きを

★国保への加入の届出・脱退の手続きが遅れると、保険税を２重に納めることになったり医師の診療を受けるときに
トラブルの原因になったりしますので、異動があった場合はお早めに手続きをお願いします。

【問い合わせ先：健康支援係　☎32-1021】

届出に必要なもの

他市町村の転出証明、印鑑

職場の健康保険を脱退した証明・印鑑、年金手帳

被扶養者ではないという証明、印鑑、年金手帳

保険証、母子健康手帳、印鑑

保険証、印鑑

国保と社保の両方の保険証、印鑑

（社保の保険証未交付の場合は加入証明書）

保険証、印鑑、年金手帳

こんなときには届出が必要です

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

国保加入世帯で子供が生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

　令和５年４月から医療体制の充実確保を図るため、新たに具　栄作医師を迎え、水谷喜雄医師との２名
体制で診療を行っています。
１.新たに赴任した医師の経歴
① 氏名：具 栄作（78歳）　② 現住所：愛知県豊橋市　③ 学歴、職歴：東京医科歯科大学卒業
　東京医科歯科大学医学部付属病院等を経て、昭和60年医療法人宝美会　浜名病院（静
岡県湖西市）院長に就任。33年間院長在職。平成30年 名誉院長。現在も臨床に従事。
２.診療科目：内科、外科
３.診療日・診療時間

ぐ えいさく

※受付時間は診療終了時刻の30分前までとなります。担当医師不在時でも、その日に勤務する医師の診察を受けられます。

天龍村国民健康保険診療所：☎31-0950

曜　日 午　前 午　後 担当医師 備　考
日 ８：30 ～ 12：30 15：00 ～ 17：00 水谷　喜雄 原則第 1，3日曜日
月 ８：30 ～ 12：30 15：00 ～ 17：00 水谷　喜雄
火 ８：30 ～ 12：30 15：00 ～ 19：00 具　　栄作 夕診 19：00 まで診療
水 予約診療 予約・往診 具　　栄作
木 ８：30 ～ 12：30 15：00 ～ 17：00 具　　栄作
金 ８：30 ～ 12：30 休　診　 具　　栄作
土 休　診 休　診
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あ
な
た
と
こ
れ
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
世
代
の
子
ど
も
を
守
る

た
め
に
、
風
し
ん
の
抗
体
検
査

と
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
！

　
成
人
が
風
し
ん
に
か
か
る
と

症
状
が
重
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
初
期
の
妊

婦
さ
ん
が
感
染
す
る
と
、
赤
ち

ゃ
ん
の
目
や
耳
、
心
臓
に
障
害

が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
37
〜
53
年
度
生
ま
れ
の

男
性
は
、
過
去
に
公
的
な
風
し

ん
予
防
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
こ
の
年
代
の
男

性
が
抗
体
検
査
を
受
け
、
必
要

で
あ
れ
ば
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
で
免
疫
の
あ
る
人
が
増
え
、

風
し
ん
の
流
行
は
な
く
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
既
に
抗
体
検
査
を
受

け
て
抗
体
が
十
分
に
あ
る
と
判

明
し
て
い
る
方
は
、
検
査
は
不

要
で
す
。

　
令
和
５
年
４
月
〜

　
　
令
和
７
年
３
月
31
日

①
受
診
日
に
天
龍
村
に
住
所
の

あ
る
方

②
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男

性
③
今
ま
で
抗
体
検
査
を
し
て
い

な
い
方

○注　
ク
ー
ポ
ン
券
と
通
知
は
、
昨

年
度
中
に
郵
送
い
た
し
ま
し

た
。

・
抗
体
検
査
　
無
料

・
予
防
接
種
　
無
料

　
（
抗
体
が
低
い
方
の
み
）

　
全
国
集
合
契
約
の
委
託
医
療

機
関

※
１
　
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は

予
約
が
必
要
で
す
。
ま
た
委

託
医
療
機
関
以
外
の
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
医

療
機
関
へ
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
２
　
職
場
の
健
診
を
受
け
る

際
、
風
し
ん
抗
体
検
査
も
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

風
し
ん
抗
体
検
査・予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て

《
昭
和
37
年
〜
53
年
度
生
ま
れ
の
男
性
の
皆
様
へ
》

実
施
期
間

費
　
　
用

実
施
医
療
機
関

対
　

象
　

者

令和５年度からの天龍村国民健康保険診療所の診療体制について

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、
次

の
２
種
類
の
任
意
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
接
種
費
用
の
助
成
を
始
め

ま
し
た
。（
い
ず
れ
も
任
意
の
予
防

接
種
で
あ
り
、
接
種
す
る
こ
と
を
村
か

ら
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
帯
状
疱
疹
】

・
対
象
／
接
種
日
時
点
で
天
龍
村

に
住
所
の
あ
る
者（
50
歳
未
満
の

方
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
）

・
助
成
の
額
／
接
種
費
用
の
半
額

・
申
請
方
法
／
接
種
後
に
医
療
機
関

　
発
行
の
領
収
書
を
添
え
て
、
役

場
健
康
福
祉
課
ま
た
は
南
支
所
に

て
申
請
く
だ
さ
い
。（
天
龍
村
国
保

診
療
所
で
接
種
の
場
合
は
、
診
療
所

窓
口
で
接
種
費
用
の
半
額
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い
）

【
お
た
ふ
く
風
邪
】

・
対
象
／
接
種
日
時
点
で
天
龍
村

に
住
所
の
あ
る
１
歳
か
ら
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者

・
助
成
の
額
／
接
種
費
用
の
全
額

・
申
請
方
法
／
接
種
後
に
医
療
機
関

　
発
行
の
領
収
書
を
添
え
て
、
役

場
健
康
福
祉
課
ま
た
は
南
支
所
に

て
申
請
く
だ
さ
い
。（
天
龍
村
国
保

診
療
所
で
接
種
の
場
合
は
、
窓
口
負

担
な
し
で
す
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
健
康
支
援
係

　
電
話
32
‐
１
０
２
１

・
朝
＊
起
床
後
１
時
間
以
内
、

排
尿
後
、
朝
食
・
服
薬
前

・
夜
＊
就
寝
前

・
週
５
日
以
上
測
定
し
た
結
果

を
医
師
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
家
庭
血
圧
や
健
康
診

断
で
「
高
血
圧
」
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
に

せ
ず
、
ま
ず
は
生
活
習
慣
に
気

を
つ
け
、
血
圧
の
記
録
を
持
参

し
て
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
有
無
を
調
べ

健
康
管
理
に
役
立
て
る
た
め
、

年
に
一
度
は
健
康
診
断
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

『
令
和
５
年
度
の
特
定
健
診
・

が
ん
検
診
に
つ
い
て
』

　
村
で
は
国
保
加
入
者
対
象
の

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
、

が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。

　
が
ん
検
診
と
後
期
高
齢
者
健

診
に
つ
い
て
は
、
各
戸
に
お
届

け
し
た
「
検
診
調
査
票
」
の
、

村
で
う
け
る
・
勤
務
先
で
う
け

る
・
個
人
で
う
け
る
（
人
間
ド

ッ
ク
等
）・
う
け
な
い
の
い
ず

れ
か
に
〇
を
し
て
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　「
村
で
う
け
る
」
に
〇
を
し

た
方
に
は
、
後
日
、
検
診
票
等

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

　
春
。
新
年
度
の
始
ま
り
で
す
。

新
し
い
環
境
で
気
持
ち
を
新
た

に
頑
張
り
た
い
も
の
で
す
が
、

ご
自
分
の
体
調
を
整
え
て
お
く

こ
と
は
、
元
気
に
過
ご
す
た
め

に
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
今
回
は
、
み
な
さ
ん
も
一
度

は
聞
い
た
こ
と
の
あ
る「
血
圧
」

に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

血
圧
は
「
診
察
室
血
圧
」
と
「
家

庭
血
圧
」
に
分
か
れ
、
診
察
室

血
圧
が
１
４
０
／
90 

mmHg
、
家

庭
血
圧
は
１
３
５
／
85 

mmHg
を

超
え
る
と
「
高
血
圧
」
と
い
わ

れ
ま
す
。

　
高
血
圧
の
状
態
を
放
置
す
る

と
、
血
管
が
傷
つ
き
、
動
脈
硬

化
が
進
行
し
て
、
脳
卒
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接
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用
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成

３月から４月にかけては就職や退職、転入・転出など異動が多くなる時期です。
新たに国保に加入するときや、国保から他の健康保険に変わるときには届出が必要です。
国民健康保険と他の健康保険（社保など）の加入者に異動があった場合は、自動的に資格変更の手
続きが出来ませんので、必ず本人、又は家族の方の届出が必要です。
国保に加入・脱退の手続きはお早めにお願いします。

異動があった時はお早めに ! 国保への加入・脱退手続きを異動があった時はお早めに ! 国保への加入・脱退手続きを

★国保への加入の届出・脱退の手続きが遅れると、保険税を２重に納めることになったり医師の診療を受けるときに
トラブルの原因になったりしますので、異動があった場合はお早めに手続きをお願いします。

【問い合わせ先：健康支援係　☎32-1021】

届出に必要なもの

他市町村の転出証明、印鑑

職場の健康保険を脱退した証明・印鑑、年金手帳

被扶養者ではないという証明、印鑑、年金手帳

保険証、母子健康手帳、印鑑

保険証、印鑑

国保と社保の両方の保険証、印鑑

（社保の保険証未交付の場合は加入証明書）

保険証、印鑑、年金手帳

こんなときには届出が必要です

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

国保加入世帯で子供が生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

　令和５年４月から医療体制の充実確保を図るため、新たに具　栄作医師を迎え、水谷喜雄医師との２名
体制で診療を行っています。
１.新たに赴任した医師の経歴
① 氏名：具 栄作（78歳）　② 現住所：愛知県豊橋市　③ 学歴、職歴：東京医科歯科大学卒業
　東京医科歯科大学医学部付属病院等を経て、昭和60年医療法人宝美会　浜名病院（静
岡県湖西市）院長に就任。33年間院長在職。平成30年 名誉院長。現在も臨床に従事。
２.診療科目：内科、外科
３.診療日・診療時間

ぐ えいさく

※受付時間は診療終了時刻の30分前までとなります。担当医師不在時でも、その日に勤務する医師の診察を受けられます。

天龍村国民健康保険診療所：☎31-0950

曜　日 午　前 午　後 担当医師 備　考
日 ８：30 ～ 12：30 15：00 ～ 17：00 水谷　喜雄 原則第 1，3日曜日
月 ８：30 ～ 12：30 15：00 ～ 17：00 水谷　喜雄
火 ８：30 ～ 12：30 15：00 ～ 19：00 具　　栄作 夕診 19：00 まで診療
水 予約診療 予約・往診 具　　栄作
木 ８：30 ～ 12：30 15：00 ～ 17：00 具　　栄作
金 ８：30 ～ 12：30 休　診　 具　　栄作
土 休　診 休　診



（11）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（14）令和５年（2023年）４月28日

年齢

対象者

受診に
必要な
もの　

日時
場所

費用（個　人
負担金）

実施者
（お問い合
わせ先　）

婦人科検診

子宮頸がん：20歳以上
乳がん（エコー）：30歳～39歳及び
　　　　　　　　41歳～69歳の奇数歳
 　 　〃 　　 （マンモ）：40歳～70歳の偶数歳

受診希望者には、後日連絡致します

阿南病院

問診
子宮頸がん：細胞診
乳がん：超音波検査（エコー）、
　　　　マンモグラフィー
子宮頸がん　1,870円
乳がん（エコー）1,930円
乳がん（マンモグラフィー）3,360円

大腸がん

40歳以上

10月30日㈪
10月3１日㈫

老人福祉センター
おきよめの湯

問診
便潜血検査
（２日法）

500円

満75歳以上の方

後期高齢者医療保険加入者
で希望される方

①長野県後期高齢者医療被
保険者証
②受診券（６月中に送付予定）

7/11㈫午前 おきよめの湯

7/11㈫午後 老人福祉センター

7/12㈬午前 老人福祉センター

1,000円

天龍村役場健康福祉課
 ☎32-1021

勤務先などの医
療保険加入者及
びその扶養者

胃がん

40歳以上

10月3１日㈫

老人福祉センター
おきよめの湯

問診
胃部X線撮影
（バリウム）

1,500円

肺がん

40歳以上

９月19日㈫

各地区を巡回しま
す

問診
胸部X線撮影

500円

検診
項目

対象者

実施日

受診
場所

検査
項目

受診料
（個　人

負担金）

お問い合わせ先：天龍村役場健康福祉課　☎32-1021
※詳しくは、４月上旬にお配りしました「がん検診希望調査」をご覧いただき、申し込みください。

がん検診一覧表がん検診一覧表

年に1度は、特定健診を受けましょう!年に1度は、特定健診を受けましょう!

※人間ドックを受診予定の方は、村の集団特定健診は受診する必要はありません。
※75歳以上の方で定期的に病院を受診している方は、主治医とご相談ください。

当該年度40～74歳の方（75歳の誕生日前日まで）

天龍村国保加入者の方

（人間ドックとの重複受診はで
きません）

①天龍村国民健康保険被保
険者証
②受診券（６月中に送付予定）

7/11㈫午前 おきよめの湯

7/11㈫午後 老人福祉センター

7/12㈬午前 老人福祉センター

2,000円

天龍村役場健康福祉課
 ☎32-1021

高血圧症、脂質異常症、糖尿病などの生活習慣病のほとんどは自覚症状がないため、健診で早期発見しましょう。
また、内臓脂肪が過剰に蓄積した状態であるメタボリックシンドロームは、生活習慣病の原因と言われており、特定健診は
このメタボリックシンドロームに着目した内容になっています。ぜひ受診しましょう！

加入している各
医療保険者にお
問い合わせくだ
さい。

「特定健診」
とは…

特　定　健　診 特定保健指導

健診の結果、メ
タボリックシンド
ロームのリスク
に応じて、医師・
保健師などの専
門家から生活習
慣改善のサポー
トを６ヶ月間受け
られます。

健診のあとは、特
定保健指導を受
けましょう！

後期高齢者健康診査

令和５年度 村各部署の業務内容
　令和５年度における各部署の業務内容は以下のとおりです。各部署には直通の電話番号がありますので、ご利用ください。
　なお、役場庁舎窓口での住民皆様の利便性を図るため、税金・戸籍・住民票・マイナンバーカードの申請やクォッシー券・
ゴミ袋の販売等の窓口業務を統合した「住民税務課」(旧税務会計課)を設置するとともに、住民課を「健康福祉課」へ名称変
更しました。
○総務課（庁舎２階　☎ 32-2001）

係等名 業　　務　　内　　容

総務情報係

異議申立て・請願・和解、公印管守、文書収受・発送、契約・係争等文書保管、庁舎・構内の保守管理、秘書・渉
外、人事・給与、任免・進退・賞罰・服務・身分、職員研修・福利厚生、職員共済・退職手当、公務災害、公用車管
理、防犯、自衛隊、消防・防災・消防無線、交通安全、交通災害共済、総合教育会議、人事評価制度、市町村合併、
行革・集中改革プラン、地区活動・地区懇談会・地区担当者制度、防災行政無線、情報通信、CATV、ラジオ難聴対
策、DX推進事業、光キャスト事業　等

企画財政係
財政、予算・執行管理、公会計、地方交付税、村債、村有財産、総合計画、基本計画、過疎計画、辺地計画、広域行
政（南信州広域連合、定住自立圏、三遠南信、リニア中央新幹線）、村営バス、公共交通、職員提案制度、統計、備
品管理、ふるさと納税　等

○議会事務局（庁舎２階　☎ 32-1041）
係等名 業　　務　　内　　容

議会事務局 議会、選挙管理委員会、監査委員会、褒賞、条例・規則、法規審査委員会、ホームページ、村民からの提案制度、出
前講座、広報・公聴　等

○地域振興課（庁舎２階　☎ 32-1023）
係等名 業　　務　　内　　容

農務国調係 農業・農水産の振興、畜産・家畜保健衛生、農地、土地改良、農業共済、農業委員会、農業後継者対策、農道建設・
維持管理、特産品開発、第３セク経営改善、事業継承支援（農業関係事務局）、国土調査全般、道路登記事務　等

林務係 林業・林産物の振興、村有林の経営管理、保安林、治山事業、鳥獣保護・狩猟、林道建設・維持管理、特産品開発、
事業継承支援（林業関係事務局）　等

商工観光係 商工業の振興、商工金融、企業誘致・企業対策、観光事業振興、観光施設の維持管理、計量器、第３セク経営改善　
等

買物支援対策室 買物支援対策　等

移住定住推進係
いきいき活動支援金、県元気づくり支援金、都市との交流、地方創生、定住促進、移住相談、関係人口、結婚相談、
地域おこし協力隊、まち・ひと・しごと創生総合戦略、空き家バンク、職業紹介指導、集落支援員、大学生インター
ン事業、地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）、山村留学　等

○住民税務課（庁舎１階　☎ 32-1024）
係等名 業　　務　　内　　容

税務係 村税賦課徴収、税統計・証明、土地家屋等の申告・届出・台帳整備、公図の保守管理、滞納処分　等

住民窓口係 現金・金券の収受、出納管理、決算、戸籍、住民基本台帳、外国人登録、印鑑登録、人口動態、埋火葬、個人番号（
マイナンバーカード交付）、クォッシー券・ごみ袋販売　等

○健康福祉課（庁舎１階　☎ 32-1021）
係等名 業　　務　　内　　容

福祉係
国民年金、戦没者遺族等援護、福祉関係（児童・母子・父子・老人・障害）、児童手当、村民保養券、外出支援・福
祉運送・タクシー券制度、青少年健全育成、民生児童委員、人権擁護、保護司、生活保護、雇用安定、男女共同参
画、シルバー人材、日赤奉仕団、福祉施設整備、あったか券　等

健康支援係 国民健康保険、国民健康保険税の賦課徴収、後期高齢者医療、特定健診、介護保険、保健指導、各種検診、各種予防
接種、健康増進、栄養指導、健康プラン、福祉医療（児童・母子・父子・老人・障害）、出産・子育て応援事業　等

国民健康保険
診療所
（☎ 31-0950）

診察、薬剤又は治療材料の投与及び支給、処置手術及びその他の治療、健康診断及び健康相談、療養の指導及び相
談、看護師業務、診療所に関する事務　等

地域包括支援
センター

地域包括ケア、介護予防、在宅医療・介護連携、認知症対策、健康支援整備、認定調査、地域支援事業（運動教室・
あつまらまい会・任意事業等）、総合事業全般、福祉ICT、消費生活、災害支援（要配慮者・高齢者避難等）　等

社会就労センター
（☎ 32-2223）

就労者の管理、製作過程時の指導、材料・製品の受入れ、出荷・検査、加工賃の請求・支払計算等、取引先との業務
連絡、施設・備品の管理、医療互助会、その他授産業務　等

○建設課（庁舎１階　☎ 32-1022）
係等名 業　　務　　内　　容

建設係 村道建設・維持管理、河川・治水・水防、地すべり、村営住宅（駅前活性化含む）、建築、廃屋対策　等

環境水道係
簡易水道、簡易給水施設、個人水道施設等整備補助、公共下水道、し尿処理、合併処理浄化槽、農業集落排水、狂犬
病予防、環境衛生、廃棄物処理、リサイクル、墓地、行旅病人・行旅死亡人、公害、新エネルギー、ごみ袋の取扱い
　等

○南支所・温泉（☎ 32-3111）
係等名 業　　務　　内　　容

南支所 住民基本台帳、印鑑、行政証明、村税その他収納　等
天龍温泉
（☎ 32-3737）

施設利用者サービス、施設利用料金の徴収、その他売上金等の徴収、現金管理、施設の維持管理、就労者の管理、源
泉の維持・管理・運営　等

○教育委員会（☎ 32-3206）
係等名 業　　務　　内　　容

教育係
教育委員会事務局、学校教育全般、学校施設管理、学校給食、就学指導、教員住宅、社会教育、生涯学習、社会体
育、公民館、文化財保全保護、文化財調査、図書館管理運営、各施設管理、通学路安全会議、放課後子ども教室、奨
学金、なんでも館常設展示、子育て支援　等

併設学校整備室 併設学校整備全般
学校給食 学校給食
学校用務員 学校公使
天龍保育所
（☎ 32-2031）

入所児の保育、保育所建物・各種施設備品等の管理、保育所利用者負担額算定・徴収、各種の行事計画・実施、発達
支援、延長・希望・一時預かり保育、未就園児世帯への子育て支援、学校連携　等
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国民健康保険にご加入の皆さんへ
人間ドック補助制度をご利用ください
今年度も生活習慣病などの早期発見、早期治療、重症化予防を目的とし、加入者
の健康保持増進を図るため、人間ドック費用の一部の補助を行います。
国保加入者の方は、ぜひご利用ください！

対象者

補助金額

補助を受けられる条件

申請に必要なもの

補助の流れ

注意事項

　　　　　・40歳以上74歳以下の天龍村国民健康保険に加入している方

　　　　　・人間ドック受診　　　　阿南病院　　　　20,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　その他医療機関　13,000円
　　　　　・脳ドック受診　　　　　16,000円（単独で受診）
　　　　　　　　　　　　　　　　　8,000円（人間ドックオプション時）

　
・人間ドック等受診後に健診結果を村へ提出した方。
・年度内（４月から翌年３月）に補助を受けていないこと。
　（補助は年度内で、人間ドック、脳ドック１回ずつとなります）
・年度内に村の集団特定健診や個別特定健診を受診していない方。
・申請日において、天龍村国保税を滞納していない世帯に属する方。

①個人で医療機関に予約をする。
②人間ドック等を受診する。
③健診結果が届いたら、役場窓口にて健診結果と領収書を添えて補助金の申請手続き及び保健師によ
る面談を行う（なるべく本人がお越し下さい）。
④後日、補助金の振込を行います。

　
・申請書（役場窓口にあります）　・領収書（原本）
・人間ドック健診結果（コピー）　・振込先が分かるもの　・印鑑

　
・７月以降に人間ドックを受診される方は、６月に送付予定の特定健診の受診券を持参して人間ドッ
クを受診してください。
・人間ドックを受診される方は、７月に行う集団特定健診を受診する必要はありません。
・その他不明な点はお問い合わせください。

～お問い合わせ先～
健康福祉課　健康支援係
　　　  ☎32-1021

令和５年度 地区担当職員名簿
令和５年４月１日現在

地区名 担当職員名

為 栗
影原　　房 飯泉　幸大 宮澤　寿幸

長島宇連

折 立 齋藤　正宏 福士　冬吾

清 水 玉井　直江 瀧澤　　翔

東 原 Ａ 鈴木　浩孝 野竹　英二 槇村　綾奈

東 原 Ｂ 伊藤　祐介 小瀬水　渉

西 原 渡久山直樹 内藤　孝雄 吉野あづ美 福士　冬吾 宮澤真由美

中 央 大平　成二 田嶋　迪朗
宮澤真由美 中島加奈子

山﨑　仁美
成瀬　理沙 塚田　　響

北 大平　崇史 小林　勇太

本 町 松澤　一生 成瀬　理沙 青木裕一郎

余 野 熊谷　弘幸 小瀬水　渉

岡 本 橘　謙治 森　　祐二 金田　祥吾 槇村　綾奈 宮澤　寿幸

長 野 町 影原　　房 若月　瑞歩

長 野 藤澤　久美 服部　誠司

南 上 橋爪　　貴 坂田　一万 中島加奈子

南 中 大平　卓治 宮下　正和 斉藤　佑馬 西村　颯真　 飯泉　幸大 青木裕一郎

栄 町 内藤　孝雄 金田　祥吾

南 下 中島　俊博 吉野あづ美

松 島

大平　崇史 長田みゆき 石坂　美帆 岩崎紗佑美 若月　瑞歩 塚田　　響
松島中電

独身住宅

長 沼

鶯 巣 服部　誠司 斉藤　佑馬

十 久 保 渡久山直樹 長田みゆき

下 山 宮下　正和 青木裕一郎

中 井 侍 斎藤　正宏 玉井　直江

途中上平
森　　祐二 瀧澤　　翔

鶯巣宇連

福 島 後藤　浩二 藤澤　久美 小林　勇太

倉 の 平 熊谷　弘幸 若月　瑞歩

坂 部 大平　卓治 石坂　美帆

中 組 野竹　英二 飯泉　幸大

戸 口 鈴木　浩孝 岩崎紗佑美 宮澤　寿幸

大 久 那 橘　　謙治 西村　颯真

合 戸
松澤　一生 福士　冬吾

見 遠

向 方
後藤　浩二 橋爪　　貴 田嶋　迪朗

峠 山

大 河 内 中島　俊博 伊藤　祐介 後藤三八子

梨 畑 坂田　一万 大平　成二 後藤三八子



　
昨
年
５
月
か
ら
天
龍
保
育
所

で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、

山
﨑
仁
美
と
申
し
ま
す
。

　
再
び
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
今

年
度
か
ら
も
保
育
士
と
し
て
お

世
話
に
な
り
ま
す
。
何
よ
り
も

嬉
し
い
の
が
、
ま
た
天
龍
村
で

働
け
る
こ
と
で
す
。
前
職
で
も

10
数
年
、
天
龍
村
を
回
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
、
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
担
当
地
区
の

変
更
に
伴
っ
て
辞
め
る
決
心
を

固
め
、
寂
し
さ
が
募
っ
て
い
た

と
こ
ろ
に
ご
縁
が
あ
っ
て
保
育

士
の
道
が
で
き
、
寂
し
さ
も
紛

れ
ま
し
た
。
見
か
け
た
時
は
ぜ

ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
た
ち
に
学
び
な
が
ら
、

働
く
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
支

え
に
な
れ
る
よ
う
、
精
一
杯
努

め
て
参
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
天
龍
村
役
場
の

職
員
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
岩

崎
紗
佑
美
と
申
し
ま
す
。

　
出
身
は
下
條
村
で
す
。
高
校

時
代
に
は
、
天
龍
村
主
催
の
梅

花
駅
伝
に
何
度
か
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
自
然
豊
か
で
魅
力

的
な
村
だ
な
と
感
じ
で
お
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
今
回
こ
の

よ
う
な
ご
縁
を
い
た
だ
き
大
変

嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
至

ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
前
職
で

は
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
仕
事

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
経
験
も
活
か
せ
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
天
龍
村
役
場
の

職
員
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
槇
村

綾
奈
と
申
し
ま
す
。

　
出
身
は
飯
田
市
で
す
が
、
祖

父
母
が
住
む
天
龍
村
に
は
物
心

つ
く
前
か
ら
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
や
伝
統
的
な
文

化
を
天
龍
村
に
学
び
、
地
域
振

興
に
興
味
を
持
っ
た
私
は
、
４

年
間
、
山
口
県
に
て
観
光
ま
ち

づ
く
り
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

長
野
県
を
出
た
時
よ
り
も
沢
山

の
知
識
を
得
て
再
び
故
郷
に
戻

り
、
働
け
る
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
地
域
の
魅
力
を

発
信
す
る
に
は
ま
ず
住
民
の
皆

様
と
の
交
流
か
ら
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
皆
様
と
沢
山
お

話
を
し
て
よ
り
良
い
天
龍
村
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
社
会
人
一
年
生
の
未
熟
者
で

す
が
、
村
の
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
精
一
杯
努
力
い
た
し

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
県
の
交
流
職
員
と
し
て
天
龍

村
に
参
り
ま
し
た
、
石
坂
美
帆

と
申
し
ま
す
。

　
出
身
は
長
野
市
で
、
南
信
地

域
に
は
馴
染
み
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
南
信
州
の
民
俗
芸
能
や
生

活
文
化
、
天
竜
川
の
地
形
な
ど

に
興
味
が
あ
り
、
南
信
州
へ
の

研
修
派
遣
を
希
望
し
て
お
り
ま

し
た
。
こ
の
度
、
縁
あ
っ
て
交

流
職
員
と
し
て
天
龍
村
役
場
で

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
一
日
で
も
早
く
皆
様
の
お
役

に
立
て
ま
す
よ
う
、
努
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
天
龍
村
を
は
じ
め
南
信

州
地
域
に
つ
い
て
色
々
学
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

福祉サービスやごみ収集など、資産形成に結び付か
ない行政サービスに対するコストと、その対価とし
て得た使用料等を対比で表したものが「行政コスト
計算書」です。
村民１人当たりの純行政コストは223万円でした。
村民みなさんに負担していただいている、受益者負
担の状況は2.6％となっています。

前年度末純資産残高（令和２年度末） 156億4,235万円

増
減
の
詳
細

純行政コスト（行政コスト計算書より） △25億2,376万円

一般財源（税収入など）・補助金など 23億9,043万円

無償所管換等 △766万円

本年度末純資産残高（令和３年度末） 155億136万円

A 前年度末現金預金残高（令和２年度末） 1億3,163万円

B 本年度歳計現金増減額 3,692万円

内

　
　
訳

業務活動収支⇒収入：村税、使用料及び手数料など　支出：人件費、物件費など 5億8,893万円

投資活動収支⇒収入：国県等補助金、基金など　支出：公共施設等整備費など △3億3,960万円

財務活動収支⇒収入：地方債発行収入など　支出：地方債償還額など △2億1,241万円

C 本年度末歳入外現金増減額 606万円

D 本年度末現金預金残高（令和３年度末）（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 1億7,461万円

（９）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（16）令和５年（2023年）４月28日

3 純資産変動計算書
R3.4.1～R4.3.31

貸借対照表の「純資産の部」の内容が一年間でどのように変化したかを表し
ます。

4 資金収支計算書
R3.4.1～R4.3.31 どのような要因で資金が増減したかを把握できます。

詳しくは、総務課企画財政係　☎32－2001へお問い合わせください

貸借対照表から分かる事は
村民１人当たりの資産額は　1,572万円
村民１人当たりの負債額は　　244万円
となりました
（資産は現金のほか、道路などの施設も含まれています）

村の資産のうち、これまでの世代（過去及び現役世
代）が負担してきた現世代負担比率は84.5％でした。
将来負担しなければならない将来世代の負担比率は
12％となります。

長野県から自動車税の納税通知を発送します。
５月中旬にはお手元に届きますので、納期内のご納
付をお願いします。
金融機関・郵便局・コンビニエンスストア・県税事
務所の窓口・クレジットカード・ペイジー・スマート
フォンアプリなどで納付できます。
お問い合わせ先：長野県南信県税事務所

℡：0265-53-0405、0406、0407
～済ませてね　忘れず早めに　自動車税～

自動車税の納期限は5月31日㈬です

（総務課）
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採
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（天龍保育所）

（健康福祉課）

（教育委員会）

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
、
村
税

等
の
納
付
書
の
表
面
にeL

-Q
R

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
が
印
字
し
て

あ
る
場
合
は
、
地
方
税
共
同
機

構
が
提
供
す
る
「
地
方
税
お
支

払
サ
イ
ト
」
を
利
用
し
て
ス
マ

ホ
決
済
ア
プ
リ
で
の
納
付
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
納
付
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
金
納
付
の
場
合
は

全
国
の
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
対
応
金
融
機
関
で
の
納
付
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
　

令
和
５
年
度
開
始
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

付
き
納
付
書
の
お
知
ら
せ



種類 補助金等の額 補助対象事業の範囲及び補助要件

住
宅
新
築
補
助
金

16歳～40歳
工事費の20％以内
41歳～50歳
工事費の10％以内
51歳～60歳
工事費の5％以内
（限度額200万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意志がある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請後２年以内に建築の完成を認める者
④補助金は１戸１件を対象とします。
⑤申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受け建設する場合は対象となりません。
ただし、村長が特別の理由があると認めるときは、この限りではありません。
⑥工事完成後に補助金を交付します。
⑦工事完成後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

住
宅
増
改
築
補
助
金

16歳～40歳
工事費の20％以内
41歳～50歳
工事費の10％以内
51歳～60歳
工事費の5％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③補助金は１戸１件を対象とします。
④申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて施工する場合は対象となりません。
⑤工事完了後に補助金を交付します。

空
き
家
等
取
得
補
助
金

16歳～40歳
取得費の20％以内
41歳～50歳
取得費の10％以内
51歳～60歳
取得費の5％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて取得する場合は対象となりません。
④空き屋等取得後に補助金を交付します。
⑤空き屋等取得後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

住
宅
用
地
取
得
補
助
金

取得費の100％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③住宅用地面積100㎡以上取得した者
④用地取得後に補助金を交付します。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
助
成
金

2歳以上1人につき5万円

右記⑥に該当する場合は
＋5万円

①天龍村に16歳以上60歳以下でU・Ｉターンした者で、居住及び住所を有し、かつ、永住の
意志のある者
②村内に居住した日から起算し、２年経過後に支給します。
③支給は１人につき１回限りとし、支給後の再転入は支給しません。
④申請者本人及び同居者が他の補助金を受けた場合は支給しません。
⑤申請時において２歳未満の子供がいる場合は、その子供に対し出産祝金の額を交付します。
⑥転入時に30歳以下でU・Ｉターンした者のうち、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、
就農し、
　継続して２年以上勤務した場合は、①～⑤とは別に左記に定める助成金を支給します。

後
継
者
補
助
金

5万円

右記③に該当する場合は
＋5万円

①新規学卒後、村内に居住及び住所を有し、かつ、本人及び父母等に永住の意志がある者
②卒業した日から起算し、12か月経過後に支給します。ただし、申請時に12か月以上の居住
及び住所要件を満たしている必要があります。
③新規学卒した年に、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農し、
　継続して２年以上勤務した場合は、①②とは別に左記に定める助成金を支給します。

通
勤
助
成
事
業

1㎞あたり10円
（支給限度：一月あたり
10,000円但し、支給総額
の1/3の額は村内SS利
用クーポン券にて助成）
年間支給券算出式
「10円×最短通勤往復距
離×1か月の通勤日数（22
日を上限とする）×通勤
月数」

①1月1日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志がある者
②16歳以上で村外の就業地に勤務している者、及び村長が特別に認めた者に支給します。
③毎年１月から12月までの間の利用実績に応じ、支給総額を決定します。
　ただし、当該月の勤務日数が15日を欠くときは当該月分については支給の対象となりません。
④支給総額のうち2／3は現金で支給し、1／3は村内SSで翌年度利用できるクーポン券（千
円券）を発行します。
　【クーポン券相当額計算式】支給総額×1／3（但し百円単位は切り捨て、現金で支給）
⑤④で算出された金額のうち、16歳～40歳はその額の10／10、41歳～50歳は2／3、51歳以
上は1／3の額を支給し、消防団員にあっては算出された年間支給額に10％の額を加算し支
給します。※支給率の年齢は申請基準日を適用します。
⑥村内ＳＳ利用クーポン券は村内のガソリンスタンドに限り使用できるものとし、当該スタンド
取扱商品、サービスに対し使用できます。（利用可能の例：給油、灯油配達、タイヤ・オ
イル交換、洗車等／利用不可能：専用カードへの入金）

結
婚
祝
金

国内、外国人との結婚を
問わず
1組　10万円

①天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある夫婦（居住要件
は片方が該当していれば対象となります。）
②結婚祝金は重複して支給しません。

出
産
祝
金

第1子・第2子　20万円
第3子　50万円
第4子以降は第3子と同額

父母のいずれかが天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある父母。

（17）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（８）令和５年（2023年）４月28日

　地方公共団体の会計制度は１年間の現金の出入りを単純・明確に表現するために優れた会計です。しかし
資産や将来の負担などについての全体像は把握できません。そのため公会計制度では、現金の収支だけにと
らわれない発生主義の考え方に基づき、資産や負債の状況を示し、あわせて関係する団体との連結を行なう
ことで、地方公共団体の決算を新しい角度から情報開示します。
　財務諸表は、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の４表により構成されます。
　天龍村では従来、「総務省方式改訂モデル」により作成してきましたが、平成28年度決算より国から示され
た「統一的な基準」により作成しました。これにより、自治体同士を比較することが可能となりました。
 なお、財務書類は一般会計、全体会計（一般会計＋特別会計（国保、水道、下水道、介護、後期高齢者、国保診療所）、
連結（全体会計＋第３セクター、広域連合、一部事務組合）の３種類を作成しています。

令和３年度の天龍村の財政状況分析結果

統一的な基準による令和３年度天龍村の財務書類を公表します

負債の部資産の部

資本の部

1 貸借対照表（バランスシート）
R4.3.31現在

村が所有している資産の種類と金額を左側に、その資産を取得するための財
源を右側に表すことで、資産や負債の現状を把握できます。

2 行政コスト計算書
R3.4.1～R4.3.31

自治体の支出のうち、行政サービスを供給するためにかかった消費的な支出
の内訳がわかります。

項　　　目 令和３年度

A 経常行政コスト 25億9,164万円

内

　
　
訳

1．人にかかるコスト（人件費など） 4億990万円

2．物にかかるコスト（消耗品や減価償却など） 15億8,066万円

3．移転支出的なコスト（社会保障給付金や他会計への繰出金） 5億9,052万円

4．その他のコスト（公債費等の利息など） 1,056万円

B 経常収益（使用料、手数料、分担金など） 6,833万円

C 純経常行政コスト（A－B） 25億2,331万円

D 純行政コスト 25億2,376万円

（今までの世代が負担した
額）

155億136万円

＝ ＋＋

183億4,447万円

155億5,092万円
公共資産
（道路・公共施設などの
固定資産）

5億3,599万円投資等
（基金など）

22億5,756万円流動資産
（現金など）

（地方債など将来世代が負
担する額）

28億4,311万円

※詳細は地域振興課 移住定住推進係までお問い合わせください。（☎32－1023）

（2022年４月１日～ 2025年３月31日）

天龍村定住促進事業のあらまし
　令和４年度より条例を改正しました。引き続き皆さんに「天龍村に住んで良かった」と、また村外の方々に「天龍村に住
んでみたい」と思っていただけるような魅力ある村づくりに寄与することを目的とした条例です。該当すると思われる方は、
お気軽にご相談ください。



し
、
住
民
の
方
が
安
心
し
て
走

行
で
き
る
路
線
と
な
る
よ
う
、

安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

②
保
育
所
運
営
事
業

　
保
育
士
４
名
分
の
人
件
費

（
８
ヶ
月
分
お
よ
び
期
末
勤
勉

手
当
）
を
確
保
で
き
、
地
域
格

差
の
な
い
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
継
続
し
て
保
育
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

③
林
道
小
河
内
川
線

　
　〈一
般
〉
改
良
工
事

　
林
道
小
河
内
川
線
は
熊
伏
山

登
山
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

で
あ
り
、
天
龍
簡
易
水
道
平
岡

地
区
水
源
の
管
理
路
線
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
林
業
施
設
以
外
に

も
利
用
度
の
高
い
重
要
な
路
線

で
あ
る
。
本
事
業
で
狭
隘
箇
所

の
改
良
及
び
舗
装
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
利
用
者
の
安
心
安
全

に
利
用
で
き
る
路
線
と
な
り
ま

し
た
。

④
小
中
学
校
運
営
事
業

　
天
龍
小
中
学
校
の
村
費
講
師

４
名
（
６
ヶ
月
分
お
よ
び
期
末

勤
勉
手
当
）
を
確
保
す
る
こ
と

で
、
複
式
学
級
が
解
消
さ
れ
、

将
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
の
た

め
に
質
の
高
い
教
育
の
提
供
、

特
色
あ
る
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
今
後
の
森
林

資
源
活
用
の
方
向
性
と
し
て
、

森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
、
雇
用
創
出
、
林
業
の
担

い
手
確
保
及
び
育
成
、
子
供
た

ち
へ
の
木
育
を
検
討
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
報

告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
じ
て
よ
り
具
体
的
な
観
光
振

興
策
と
な
る
よ
う
、
和
知
野
川

キ
ャ
ン
プ
場
に
お
け
る

テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
の
導
入

や
、
都
市
部
に
住
む
関

係
人
口
を
軸
と
し
た
観

光
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は

若
年
層
を
意
識
し
「
Ｔ

ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
」
の
運
用

を
は
じ
め
、
チ
ー
ム
内

で
村
の
特
産
品
や
ふ
る

さ
と
納
税
の
紹
介
な
ど

の
動
画
を
企
画
、
を
公

開
し
、
村
外
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
よ
り
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
た
福
祉
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク

不
足
や
農
産
物
の
価
格
低
迷
に

よ
る
農
業
離
れ
等
の
農
業
全
般

を
対
象
と
し
て
村
内
の
農
産
物

生
産
者
の
方
達
か
ら
ご
意
見
を

聞
き
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
４
年
目
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
目
標
の
一
つ
で
あ
っ

た
、
役
場
庁
舎
へ
薪
ス
ト
ー
ブ

を
設
置
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
薪
割
り
大
会
な
ど
、

天
龍
村
の
木
と
触
れ
合
う
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
も
行
い
ま
し

た
。
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご
参

　
村
で
は
、
第
６
次
総
合
計
画

及
び
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
仕

事
創
生
総
合
戦
略
の
実
現
に
向

け
て
、
村
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
べ
き
様
々
な
課
題
の
中

か
ら
、
効
果
が
大
き
く
重
要
と

考
え
ら
れ
る
、
農
業
、
林
業
、

観
光
に
関
す
る
産
業
振
興
に
つ

い
て
の
調
査
研
究
を
令
和
元
年

７
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
令

和
４
年
度
は
、
福
祉
に
関
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
加
え
、
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
行

政
主
導
に
よ
る
振
興
策
な
ど
の

仕
組
み
を
考
え
る
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
３
月
23
日
㈭
に
、
各
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
令
和
４
年
度
の
活
動

内
容
を
発
表
す
る
報
告
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
ご
多
用
の
中
、
本
活
動
へ
の

ご
助
言
や
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
並
び
に
報
告
会
に

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
貴
重
な

ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に

対
し
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
度
の
農
産
物
継
承
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
農
業
の
後
継
者

　
都
市
部
に
住
み
な
が
ら
、
天

龍
村
の
行
事
に
参
加
し
た
り
、

定
期
的
に
村
に
通
っ
た
り
す
る

こ
と
で
天
龍
村
と
の
「
つ
な
が

り
」
を
持
つ
人
口
を
創
出
す
る

事
業
「
秘
境
大
学
」
の
１
年
間

の
活
動
発
表
会
を
、
令
和
５
年

２
月
４
日
㈯
に
向
方
地
区
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
今
年
度
で
４
年

目
を
迎
え
ま
す
。
年
々
参
加
者

が
増
え
、
活
動
の
内
容
も
、
コ

ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
も
あ
り
、

現
地
で
の
活
動
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
報
告
会
の
中
で
も
、

参
加
者
が
主
体
的
に
天
龍
村
を

訪
問
し
て
研
究
を
進
め
る
姿

や
、
参
加
者
が
持
つ
ス
キ
ル
を

（７）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（18）令和５年（2023年）４月28日

農
産
物
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

森
林
資
源
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

福
祉
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

報告会の様子

秘
境
大
学
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
天
龍
村
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
は
、
村
長
か
ら
令
和
５
年
度

村
議
会
議
員
報
酬
月
額
及
び
村

常
勤
特
別
職
給
料
月
額
に
関
す

る
諮
問
を
受
け
て
、
２
月
６
日

㈪
に
審
議
会
を
開
催
し
、
２
月

17
日
㈮
に
、
福
士
和
成
会
長
か

ら
村
長
に
対
し
、
答
申
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
答
申
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
議
会
議
員
の
報
酬
月
額
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
審
議
会
に
お

い
て
、
全
議
員
の
報
酬
月
額
を

３
％
程
度
引
き
上
げ
た
こ
と

や
、
今
後
、
一
層
住
民
に
伝
わ

る
議
員
活
動
に
尽
力
し
て
も
ら

う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
し

て
、
現
行
の
額
を
据
え
置
く
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
長
の
給
料
月
額
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
業
績
等
を
踏

ま
え
る
中
で
、
就
任
当
時
の
61

万
３
千
円
ま
で
回
復
さ
せ
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
副
村
長
・
教
育
長
の
給
料
月

額
に
つ
い
て
は
、
就
任
し
て
間

も
な
い
こ
と
や
、
平
成
29
年
度

と
平
成
30
年
度
に
給
料
月
額
の

引
き
上
げ
を
し
た
経
過
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
行
の
額
を
据
え

置
く
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
長
は
、
答
申
の
結
果
を
尊

重
し
た
う
え
で
、
自
身
の
給
料

月
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

は
、
大
型
事
業
が
重
な
っ
て
い

る
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
、
据

え
置
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
令
和
５
年
度
の
村

議
会
議
員
報
酬
及
び
村
常
勤
特

別
職
給
料
は
、
令
和
４
年
度
と

同
額
と
さ
れ
た
た
め
、
議
会
へ

の
上
程
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

村
議
会
議
員
報
酬
月
額

村
常
勤
特
別
職
給
料
月
額

令
和
５
年
度
村
議
会
議
員
報
酬
及
び
村
常
勤
特
別
職
給
料

○令和５年度村議会議員報酬月額
議　長：　　237,000円（前年度と同額）
副議長：　　163,000円（　　　〃　　　）
常任委員長：153,000円（　　　〃　　　）
議　員：　　144,000円（　　　〃　　　）
○令和５年度村特別職給料月額
村　長：　　600,000円（前年度と同額）
副村長：　　520,000円（　　　〃　　　）
教育長：　　460,000円（　　　〃　　　）

活
か
し
た
活
動
が
紹
介
さ
れ
、

公
聴
さ
れ
た
地
域
の
方
か
ら
も

関
心
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
秘

境
大
学
の
活
動
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ト
は
、
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場

ま
で
」
を
テ
ー
マ
に
、
保
育
、

高
齢
者
福
祉
の
現
状
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

足
初
年
度
と
い
う
こ
と
で
、
保

育
所
の
職
員
に
対
し
、
保
育
環

境
（
職
場
待
遇
）
に
関
す
る
聞

き
取
り
調
査
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員
に
対
し
、
職
場
の
待

遇
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

産
業
振
興
に
係
る
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
開
催

▲天龍村
TikToK

▲天龍村
Instagram

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
を
活
用
し
、
昨
年
度
は
村

道
川
合
線
法
面
防
災
工
事
、
保

育
所
運
営
事
業
、
林
道
小
河
内

川
線
、
小
中
学
校
運
営
事
業
の

４
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
交
付
金
は
、
ダ
ム
な
ど
の
発

電
施
設
の
あ
る
市
町
村
に
交
付

さ
れ
、
天
龍
村
に
は
約
３
千
万

円
が
毎
年
度
交
付
さ
れ
て
い
ま

す
。令

和
４
年
度
事
業
概
要

①
村
道
川
合
線

　
　法
面
防
災
工
事

　
当
路
線
は
永
年
の
風
雨
に
よ

る
浸
食
に
よ
っ
て
表
面
の
風
化

が
進
行
し
て
お
り
、
吹
付
工
法

に
よ
る
安
定
確
保
が
重
要
で
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
年
に
５
〜
６
件

ほ
ど
発
生
し
て
い
た
当
該
区
間

の
落
石
発
生
の
リ
ス
ク
を
軽
減



利
用
に
必
要
な
も
の

①

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②

　「
パ
ソ
コ
ン
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
」
ま
た
は

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読
み
取

り
が
で
き
る
機
種
）」

　
な
お
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完

結
す
る
手
続
き
」
と
「
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
後
に
、
添
付
書
類
の

提
出
や
窓
口
に
別
途
出
向
く
必

要
の
あ
る
手
続
き
」
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
ぴ
っ
た
り
サ

ー
ビ
ス
内
で
手
続
方
法
な
ど
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
引
越
し
関
係

・
転
出
届
・
転
入
予
約

・
転
居
予
約

○
子
育
て
関
係

・
児
童
手
当
等
の
受
給
資
格
及

び
児
童
手
当
の
額
に
つ
い
て

の
認
定
請
求

・
児
童
手
当
等
の
額
の
改
定
の

請
求
及
び
届
出

・
氏
名
変
更
／
住
所
変
更
等
の
届
出

・
受
給
事
由
消
滅
の
届
出

・
未
支
払
の
児
童
手
当
等
の
請

求
・
児
童
手
当
等
に
係
る
寄
附
の
申
出

・
児
童
手
当
に
係
る
寄
附
変
更

（19）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（６）令和５年（2023年）４月28日
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※R2年度までは実績、R3は決算見込み、R4は当初予算で算出。

（単位：万円）

（単位：万円）

年度末残高

借入額

公債費

年度
Ｈ16
Ｈ17
Ｈ18
Ｈ19
Ｈ20
Ｈ21
Ｈ22
Ｈ23
Ｈ24
Ｈ25
Ｈ26
Ｈ27
Ｈ28
Ｈ29
Ｈ30
Ｒ元
Ｒ２
Ｒ３
Ｒ４
Ｒ５

当初予算額
222,000
209,600
192,600
187,500
178,700
179,000
179,000
176,000
204,000
170,000
197,400
173,600
160,000
166,000
173,000
230,000
211,400
204,000
262,900
265,600

年度

H16

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

Ｒ１

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

公債費

68,411

76,710

78,178

84,989

74,594

72,273

56,233

54,965

47,384

35,791

30,251

27,538

22,213

29,101

31,484

30,584

30,217

55,605

30,412

35,090

借入額

36,730

29,140

22,360

15,762

15,288

16,507

25,474

20,963

51,309

20,554

40,059

64,471

24,114

23,869

26,987

68,368

43,032

33,998

69,189

78,720

年度末残高

474,183

438,963

389,540

325,731

270,884

218,675

190,713

158,994

164,656

150,900

161,925

199,962

202,822

198,391

194,542

232,844

246,117

224,877

263,654

307,284

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

直
近
20
年
の
当
初
予
算
額
推
移

直近２０年間の村債借入額等推移

役場庁舎耐震改修

保育所整備

温泉大規模改修

総合体育施設建設

小中併設校整備

防災行政無線同報系
デジタル化工事

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
が
利
用
で
き
る

　
　
　
　
村
内
施
設
が
増
え
ま
し
た

　
村
内
の
公
共
施
設
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
防
災
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
に
つ
い
て

は
、
災
害
発
生
時
に
は
登
録
不

要
で
無
料
開
放
し
ま
す
の
で
、

緊
急
時
の
情
報
収
集
や
安
否
確

認
に
も
利
用
可
能
で
す
。

○
防
災
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

・
戸
口
集
会
施
設

・
大
河
内
多
目
的
集
会
施
設

・
大
久
那
集
会
施
設

・
原
集
会
施
設

・
岡
本
集
会
所

・
松
島
集
会
所

・
向
方
老
人
憩
い
の
家

・
ど
ん
ぐ
り
向
方
学
園
体
育
館

○
一
般
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

・
保
育
所

・
養
護
天
龍
荘

・
特
養
天
龍
荘

・
向
方
お
試
し
住
宅

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場
　
フ

リ
ー
サ
イ
ト
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス

○
防
災
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

・
１
回
60
分
を
限
度
に
、
１
日

何
回
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

・
初
回
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま

た
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
の

登
録
が
必
要
で
す
。

・
災
害
が
発
生
し
、
当
該
施
設

が
避
難
所
と
し
て
開
設
さ
れ

た
際
は
、
認
証
不
要
で
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
の
開
放
を
行
い
ま

す
。

○
一
般
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

・
接
続
時
間
の
制
限
な
く
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

・
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
一
覧
か
ら
該
当
の
Ｓ
Ｓ
Ｉ

Ｄ
を
選
択
し
、
パ
ス
ワ
ー
ド

を
入
力
す
る
こ
と
で
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

・
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
及
び
パ
ス
ワ
ー
ド

は
、
施
設
内
の
掲
示
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
詳
し
い
利
用
方
法
や

注
意
事
項
に
つ
い
て
は
、Ｈ
Ｐ

ま
た
は
施
設
へ
の
掲
示
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

新
し
く
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
が
利
用

　
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
施
設

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴

※

「J
ap
an
 C
o
n
n
ected

-free 
W
i-F
i

」
ア
プ
リ
で
既
に
利
用

登
録
済
み
の
場
合
、
初
回
の

手
続
き
は
不
要
で
す
。

ア
プ
リ
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

は
こ
ち
ら
↓

　
行
政
の
窓
口
手
続
き
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
役
場
に
出
向
く
必
要
の

あ
っ
た
申
請
や
届
出
な
ど
の
手

続
を
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
「
い

つ
で
も
」「
ど
こ
か
ら
で
も
」

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続

に
は
、
国
が
運
営
す
る
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
「
ぴ
っ
た
り
サ
ー

ビ
ス
」
を
利
用
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
可
能

な
手
続
き
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
？

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
、
国
が

運
営
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
す
。

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
の
ほ
か
、
行
政
機
関
な
ど
が

保
有
す
る
ご
自
身
の
情
報
の
確

認
や
、
行
政
機
関
な
ど
か
ら
の

お
知
ら
せ
通
知
の
受
信
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
可
能
で
す
。

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

　
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
は
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の
機
能
の
ひ
と
つ

で
、
子
育
て
や
介
護
を
は
じ
め

と
す
る
行
政
手
続

き
の
検
索
や
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
が
で

き
る
サ
イ
ト
で
す
。

・
受
給
資
格
者
の
申
出
に
よ
る

学
校
給
食
費
等
の
徴
収
等
の

申
出

・
受
給
資
格
者
の
申
出
に
よ
る

学
校
給
食
費
等
の
徴
収
等
の

変
更
等
の
申
出

・
児
童
手
当
等
の
現
況
届

・
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

・
支
給
認
定
の
申
請

・
保
育
施
設
等
の
利
用
申
込

・
保
育
施
設
等
の
現
況
届

・
妊
娠
の
届
出

○
介
護
関
係

・
要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
申
請

・
要
介
護
・
要
支
援
更
新
認
定

の
申
請

・
要
介
護
・
要
支
援
状
態
区
分

変
更
認
定
の
申
請

・
居
住
（
介
護
予
防
）
サ
ー
ビ

ス
計
画
作
成
（
変
更
）
依
頼

の
届
出

・
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の
再

交
付
申
請

・
被
保
険
者
証
の
再
交
付
申
請

・
高
額
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ

ス
費
の
支
給
申
請

・
介
護
負
担
限
度
額
認
定
申
請

・
居
宅
介
護
（
介
護
予
防
）
福

祉
用
具
購
入
費
の
支
給
申
請

・
居
宅
介
護
（
介
護
予
防
）
住

宅
改
修
費
の
支
給
申
請

・
住
所
移
転
後
の
要
介
護
・
要

支
援
認
定
申
請

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
で
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
で
き
る
手
続
き
に
つ
い
て

一
部
の
行
政
手
続
き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
お
こ
な
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た



（５）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（20）令和５年（2023年）４月28日

前年差

348万円

△3,863万円

478万円

△456万円

1,727万円

831万円

前年差

△2,372万円

1,291万円

2,803万円

△1億803万円

308万円

5,530万円

△4,694万円

予算額

4億6,771万円

3億3,294万円

1億574万円

2億3,497万円

9億7,884万円

1億4,438万円

予算額

3億3,621万円

3億4,147万円

2億386万円

1億8,597万円

5,296万円

8億8,766万円

3億5,090万円

歳出項目

人件費

物件費

扶助費

補助費等

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

前年比

100.7%

89.6%

104.7%

98.1%

101.8%

106.1%

前年比

93.4%

103.9%

115.9%

63.3%

94.5%

106.6%

115.4%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

（単位：万円）

おもな歳出の手当、費用の説明

議会議員・特別職・一般職員・会計年度任用職員等の報酬・
給与・手当です。（職員の新規採用による職員給の増など）
消耗品や燃料、電話料、郵便料、備品購入費、各種委託料な
どです。（天龍小学校増改築実施設計委託料などによる増）
法に基づき、児童、生徒、障がい者、高齢者に対して支払わ
れる医療費給付などです。
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負担
金や補助金・交付金です。（飯田広域消防負担金などの増）
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する負担金で
す。（総合体育施設建設工事、向方村営住宅建設工事などによる増）
一般会計から国保や水道・下水、介護保険などの特別会計へ
支出されるものです（国保診療所特別会計繰出金などの減）。

おもな歳出の手当、費用の説明

おもに村の基本的な行財税政の運営のための経費です。
（職員の新規採用などによる職員給の増など）
福祉など住民生活のための経費です。（障害福祉サービ
ス費などの増）
農林業に関する経費です。（森林環境整備基金積立金な
どの減）
村道整備や住宅などに関する経費です。（駅前活性化住
宅建設が完了したことなどによる減）
消防や火災予防などの災害対策のための経費です。（地
域防災計画改定業務委託料などによる増）
小・中学校や社会教育などに関する経費です。（総合体育
施設建設工事などによる増）
国などから借り入れた村債の返済金です。今年度も将来
の負担を軽減するため、繰上償還を行います。

目　的　別

（単位：万円）

性　質　別

義務的
経　費
92,435
34.8%

投資的経費
97,884　36.9%

その他
経　費
75,270
28.1%

人件費
46,771
17.6%

総務費
33,621
12.7%

公債費
35,090
13.2%

災害復旧費
10　0.0%

民生費
34,147
12.9%

その他
0　0.0%

衛生費
10,636　4.0%

労働費
8　0.0%

商工費
15,187　5.7%

消防費
5,296　2.0%

土木費
18,597
7.0%

教育費
88,766
33.4%

農林水産業費
20,386　7.7%

扶助費
10,574
4.0%

普通建設事業費
97,884　36.9%

公債費
35,090
13.2%

物件費
33,294
12.5%

補助費等
23,497
8.8%

繰出金
14,438
5.4%

維持補修費
1,678
0.6%

積立金
1,458　0.5%

予備費
300　0.1%

議会費
3,557　1.3%

災害復旧費
10　0.0%

村長室・応接室へ村産材を使用しました （薪ストーブ設置）

予備費
300　0.1%

　村では、村産材を、2020東京五輪・パラリンピックの選手村の交流スペースである「ビレッジプラ
ザ」建設のために無償提供しました。その木材が村へ返却されたため、村の公共施設等において有効
活用し多くの方に観てもらうことによって、当村が東京五輪・パラリンピックに協力をした足跡を何
らかの形で残したいと考えてきました。
　その様な中、役場庁舎２階の村長室及び応接室（村長室横）の壁や天
井は、老朽化によって修繕が必要な時期となっていましたので、村産材
のPRにつなげるため、東京五輪・パラリンピックから返却された当村
の木材を利用する工事を行いました。
　あわせて、令和元年度にスタートしました産業振興に係る調査研究プ
ロジェクトの森林資源活用チームにおける活動の一つとして、村の木を
使った薪の需要（販売先）を研究する中で、公共施設への薪ストーブの
設置を検討し、応接室の木質化に合わせて設置を行いました。村では、
多くの方の目に触れる公共施設で薪ストーブを使用することによって、
薪を生産されている方々などの販路拡大や、環境問題に代表されるよう
な様々な社会問題に取り組む活動（SDGs）を推進していきたいと考え
ています。役場へお出掛けいただいた際は、是非、お立ち寄りください。

村長室村長室

応接室（薪ストーブ）応接室（薪ストーブ）

貸付金・投資及び出資金
605　0.2%

　
３
月
18
日
㈯
に
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
集
落
支
援
員
の
１

年
間
の
活
動
報
告
会
を
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
向
方
老
人

憩
い
の
家
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

直
近
３
年
間
は
対
面
で
の
報
告

会
が
出
来
ず
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
放
映
、Y

ouT
ube

の
公

開
に
て
報
告
会
と
し
て
い
ま
し

た
。

　
４
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
は
、

報
告
会
に
お
越
し
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
感
想
を

ダ
イ
レ
ク
ト
に
お
聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
、
有
意
義
な
報
告
会

と
な
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
度

も
引
き
続
き
協
力
隊
・
支
援
員

と
も
ど
も
お
世
話
に
な
り
ま
す

が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
東
京
都
文
京
区
に
あ
る
、
地

域
支
援
を
手
掛
け
る
ボ
ノ
株
式

会
社
と
天
龍
村
は
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
都
市
農
村
交
流
へ

の
取
り
組
み
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。
締
結
か
ら

こ
れ
ま
で
に
３
回
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た
の
で
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

【
天
龍
村
の
ゆ
ず
か
ら
生
ま
れ

た
グ
ラ
ノ
ー
ラ
で
パ
フ
ェ
を
作

ろ
う
】

　
天
龍
村
の
柚
子
を
使
っ
た
ア

レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
を
、
都
市
部
の

参
加
者
に
ご
紹
介
。
合
同
会
社

ゆ
ず
す
け
の
宮
澤
社
長
に
ビ
デ

オ
で
ご
出
演
い
た
だ
き
、
天
龍

村
の
ゆ
ず
の
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。

【
天
龍
村
の
信
州
サ
ー
モ
ン
と

中
井
侍
茶
を
味
わ
お
う
】

　
向
方
地
区
で
養
殖
さ
れ
て
い

る
信
州
サ
ー
モ
ン
と
、
中
井
侍

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
中
井
侍
茶

を
都
市
部
か
ら
の
参
加
者
に
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当
日

は
村
松
武
彦
さ
ん
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
信
州
サ
ー
モ
ン
の
特

徴
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
天
龍
村
を
都
市
部
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊・

集
落
支
援
員
の
活
動
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た

報告会の様子

当日の様子

都
市
農
村
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

イベントの様子

全員で記念撮影

　
４
月
１
日
㈯
に
、
東
京
都
中

央
区
に
あ
る
長
野
県
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
＆
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ

ー
ス「
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」で
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
篠
田
隊

員
が
取
り
組
む
茶
畑
の
オ
ー
ナ

ー
制
度
の
説
明
会
を
行
い
ま
し

た
。
オ
ー
ナ
ー
制
度
と
は
、
出

資
者
に
代
わ
り
茶
畑
の
管
理
を

行
い
、
そ
の
対
価
と
し
て
茶
葉

を
送
る
こ
と
や
、
体
験
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
を
通
じ
て
支
援
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　
当
日
は
10
名
を
超
え
る
参
加

が
あ
り
、
お
茶
に
対
す
る
質
問

や
、
申
し
込
み
の
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
後
も
オ

ー
ナ
ー
制
度
参
加
者
を
募
っ
て

い
く
予
定
で
す
の
で
、
気
に
な

る
方
、
お
知
り
合
い
に
お
茶
が

好
き
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
役
場
地
域

振
興
課
（
☎
32
―
１
０
２
３
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



（21）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（４）令和５年（2023年）４月28日

■自主財源　21.4%
　56,870万円
■依存財源　78.6%
　208,730万円

26億5,600万円前年比１％増の

令和５年度一般会計当初予算

令和５年度のおもな事業

特　別　会　計

令和５年度の一般会計及び特別会計の当初予算が３月定例議会で承認されました。一般会計では、
歳入・歳出総額が26億5,600万円となり、前年度比１％増となりました。

歳入

村　税
18,365　6.9%

その他
7,539　2.9%

地方交付税
102,610
38.6%

県支出金
11,424
4.3%

村債
78,720
29.6%

繰入金 25,787　9.7%

国庫支出金
8,438　3.2%

使用料及び手数料
　4,632　1.7%

諸収入 3,743　1.4%

その他 4,345　1.7%

前年差

43万円

6,610万円

△1億4,257万円

2,583万円

5,450万円

予算額

1億8,365万円

10億2,610円

1億9,862万円

2億5,787万円

7億8,720万円

歳入項目

村 税

地方交付税

国・県支出金

繰 入 金

村 債

前年比

100.2%

106.9%

58.2%

111.1%

107.4%

歳入についての説明

みなさんから村に納めていただく税金の総額です。

国に納められた税の再分配や、過去に借り入れた起債
（借金）の償還金に対する補てんも含まれています。
定められた事業に対し、国や県から交付される補助金
や委託金です。
今まで積み立てていた基金（貯金）をさまざまな目的のために取り崩し、
一般会計に繰り入れます。村の借金の繰上償還（返済）などに活用します。
道路整備などの財源として国から借り入れる借金です。ただしのちに国から交付税措置が
受けられる起債（辺地・過疎対策事業債）など村の財政面で有利なものを借り入れます。

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

国民健康保険診療所

1億5,340万円

7,780万円

7,580万円

2億2,960万円

3,068万円

5,706万円（単位：万円）

　
広
報
天
龍
第
２
１
２
号
（
１

月
号
）
で
公
表
後
、
３
月
31
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
加
藤
正
和
様
●
伊
時
宏
明
様

●
桃
原
久
美
様
●
吉
田
臣
男
様

●
鈴
木
大
様
●
大
野
正
弘
様

●
村
田
憲
司
様
●
石
井
公
展
様

●
西
田
研
二
様
●
中
山
富
美
子
様

●
村
上
慎
一
様
●
中
川
慎
一
様

●
成
相
香
那
様
●
関
浦
健
二
様

●
菱
沼
智
子
様

　
今
回
は
１
０
６
名
の
方
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
な

ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き
ま

す
。
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か

ら
の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場
窓
口

で
も
承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

https://w
w
w
.furusato-tax.jp

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
、
天
龍

村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
受

付
を
始
め
ま
し
た
。

　
受
付
に
あ
る
端
末
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
乗
せ
暗
証

番
号
を
入
力
す
る
か
、
顔
認
証

に
よ
り
受
付
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
健
康
保
険
証
も
今
ま

で
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
診
療

所
　
電
話
31
-０
９
５
０

　
介
護
事
業
所
へ
の
就
職
を
希

望
さ
れ
る
方
、
介
護
の
仕
事
に

興
味
の
あ
る
方
向
け
の
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。（
相
談
無
料

で
す
。）

●
日
時…

６
月
10
日
㈯

　
　
午
前
10
時
か
ら
正
午

　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

●
会
場…

エ
ス
バ
ー
ド

※

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

南
信
州
広
域
連
合
事
務
局
地
域

医
療
福
祉
連
携
課

電
話
０
２
６
５―

53―

６
０
８
８

介
護
の
し
ご
と
相
談
会

おもな事業名

（仮称）村営バス阿南線実証実験運行委託料

地域おこし協力隊事業費

【新】長野県議会議員一般選挙

【新】龍の子留学補助金

【新】児童公園整備事業

タクシー券「クオッシー」使用料

ICTネットワーク整備事業

国保診療所特別会計繰出金

森林経営管理制度推進事業等業務委託料

村道改良事業

【新】小中併設校整備工事施工管理委託料

【新】小中併設校整備工事（Ⅱ期工事）

【新】総合体育施設太陽光発電設備整備工事

【新】なんでも館常設展示室等整備工事

事業費

70万円

2,786万円

227万円

192万円

1,043万円

620万円

426万円

1,759万円

1,022万円

8,101万円

572万円

6億2700万円

8,800万円

1,980万円

事業内容

JR飯田線と阿南病院間を結ぶ村営バス運行を行うための実証運行の費用です。

村地域おこし協力隊員の活動報酬や、活動などにかかる費用です。

４月29日の任期満了に伴う長野県議会議員一般選挙に係る費用です。

都市部等在住の親子を対象に村内公立小中学校に通う親子に対して助成する費用です。

満島屋裏の土地に児童公園を整備する事業の費用です。

指定範囲内で利用されたタクシー料金の75％を村で負担します。

65歳以上の方が暮らす世帯（希望者）に、タブレット端末を１台貸与します。

天龍村国民健康保険診療所の運営にかかる特別会計への繰出金です。

森林管理の適正化を促進するため、森林の状況調査や所有者への意向確認を行います。

主に（仮称）村道新平神線開設等、村道向方下線道路改良等、村道登立線他の道路整備工事などにかかる費用です。

令和６年度の小中併設学校に向け、小学校の増改築工事を行う費用

です。

令和４年度に完成した総合体育施設へ太陽光発電を整備する為の費用です。

郷土美術館と郷土資料館を備えた展示室の整備を行う為の費用です。

◇
第
二
分
団
長
　
服
部
　
誠
司

◇
副
分
団
長
　
　
瀧
澤
　
　
翔

◇
　
〃
　
　
　
　
村
澤
　
雄
大

◇
女
性
班
長
　
　
塚
田
　
　
響

◇
副
班
長
　
　
　
若
月
　
瑞
歩

○
退 

職

　
３
月
31
日
付
で
次
の
職
員
が

退
職
と
な
り
ま
し
た
。

◇
影
原
　
重
喜
（
建
設
課
）

　
令
和
５
年
度
の
異
動
に
よ
り
、

次
の
先
生
方
が
村
内
の
小
中
学

校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
天
龍
小
学
校
〉

◇
野
竹
　
国
雄
（
校
長
）

◇
松
本
ち
ひ
ろ
（
１
・
２
年
生
）

◇
小
関
ほ
た
る
（
３
年
生
）

◇
山
越
遼
太
郎
（
４
年
生
）

◇
宮
澤
　
花
子
（
キ

ャ

リ

ア

教
育
支
援
講
師
）

〈
天
龍
中
学
校
〉

◇
井
原
　
雅
貴（
１
年
生
担
任
）

◇
村
井
　
美
弥（
２
年
生
副
担
任
）

◇
若
林
　
隆
俊（
３
年
生
副
担
任
）

　
令
和
5
年
度
天
龍
消
防
団
役

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
団
　
長
　
　
　
恩
澤
　
　
知

◇
副
団
長
　
　
　
宮
下
　
正
和

◇
本
部
長
　
　
　
橋
爪
　
　
貴

◇
喇
叭
長
（
兼
）
橋
爪
　
　
貴

◇
機
関
長
　
　
　
内
藤
　
孝
雄

◇
救
護
長
　
　
　
松
澤
　
一
生

◇
旗
　
手
　
　
　
村
澤
　
節
朗

◇
第
一
分
団
長
　
小
木
曽
　
啓

◇
副
分
団
長
　
　
鈴
木
　
竜
彦

◇
　
〃
　
　
　
　
大
平
　
成
二

〔
人
事
異
動
〕 

※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
す

〔
人
事
異
動
〕 

※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

役
　
　場

役
　
　場

学
　
　校

学
　
　校

消
　
　防

消
　
　防

　
こ
の
度
、板
倉
恒
夫
さ
ん（
岡

本
区
）
が
、
引
き
続
き
天
龍
村

の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
板
倉
さ
ん
は
、
平
成
31
年
４

月
か
ら
行
政
相
談
委
員
と
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
任

期
は
、
令
和
７
年
３
月
ま
で
で

す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
、
関
係
す
る
公

共
機
関
な
ど
に
連
絡
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
偶
数
月
に
行

っ
て
い
ま
す
が
、
状
況
に
よ
っ

て
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
い
日
程
に
つ
き

ま
し
て
は
、
村
内
放
送
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
の
内
容
は
、
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
困
っ
た
こ
と
や
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
に

　板
倉
恒
夫
さ
ん
再
任

マイナンバーカード受付端末

天
龍
村
国
民
健
康
保

険
診
療
所
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ

る
受
付
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た



（23）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（22）令和５年（2023年）４月28日

学校教育施設・社会体育施設・災害避難施設のそれぞれの機能を備えた複合型施設を目指し、地元の木
材にこだわり、設計・建設を進めてきた天龍村総合体育施設が完成し、３月25日㈯、宮下一郎衆議院議員
始め県議会議員、南信教育事務所長ほか大勢のご来賓の皆様のご臨席をいただく中、施設入口でテープカッ
ト及びくす玉開披、アリーナにて竣工式、アトラクションが行われました。
また、翌日26日㈰には施設内覧会を開催し、約100名の方に施設を見学いただきました。

総合体育施設の使用について

平日の教育活動中は学校が最優先となりますので、社会体育施設として村民の皆さんにご利用いただけ
る時間は、午後６時30分から午後10 時までとなります。
使用の際は、事前に申込書を教育委員会あてに提出していただき、鍵は役場での受取、返却となります。
週休日や祝祭日については、終日の利用が可能ですが、年に何回か休日が登校日になることや、部活動
等の課外活動で体育館を使用することがありますので、申込みの段階で確認いただくようお願いします。
なお、使用料は下記のとおりです。

※小中学校の使用に関しては料金を徴収しない。
　公民館に関係するクラブの使用については、各クラブごとに年間使用料として5,000円を納付いただきます。

時間

使用区分

８：00～
12：00

12：00～
17：00

18：30～
22：00

終日８：00～
17：00 摘　要

団体及び専用使用

500 600 800 1,500 村内の者の使用する場合

1,500 1,500 2,000 3,000 村外の者の使用する場合

◎館内使用料

天龍村総合体育施設竣工 令和５年３月25日
竣工式挙行

小学校高学年による天龍熊伏太鼓小学校高学年による天龍熊伏太鼓 中学生による合唱中学生による合唱

森田梅泉さんによるコンサート森田梅泉さんによるコンサート平岡民謡による演舞平岡民謡による演舞

　
日
頃
よ
り
お
き
よ
め
の
湯
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
入
浴
者
が
５

万
５
千
人
を
超
え
、
多
く
の

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
大
変

好
評
を
得
て
お
り
ま
す
が
、
燃

料
・
光
熱
水
費
の
高
騰
に
よ
り

入
浴
料
金
の
改
定
を
し
な
け
れ

ば
営
業
が
な
り
た
た
な
く
な
る

た
め
、
や
む
を
え
ず
５
月
１
日

よ
り
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
但
し
、
村
内
高
齢
者
の
回
数

券
は
据
置
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
皆
様
に
愛
さ
れ
る
温

受
付
　

●
お
問
合
せ
先
…
地
域
振
興
課

商
工
観
光
係
（
電
話
32
―
１

０
２
３
）

●
管
理
人
…
松
川
友
哉

　
４
月
１
日
㈯
か
ら
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
早
木
戸
川
の
清
流
を
眺
め
な

が
ら
、
ご
家
族
や
お
友
達
、
地

区
の
方
々
と
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
１
プ
レ
イ
大
人
５
０
０
円
、

小
人
２
０
０
円
（
中
学
生
以

下
）、
12
枚
綴
り
回
数
券
５
，

０
０
０
円
。

●
営
業
期
間
…
４
月
１
日
㈯
か

ら
11
月
30
日
㈭

●
定
休
日
…
毎
週
火
曜
日

●
予
約
、
お
問
合
せ
先
…
地
域

振
興
課
　
商
工
観
光
係
（
電

話
32
―
１
０
２
３
）

●
管
理
人
…
堤
袈
裟
弘

大
河
内
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

　
４
月
20
日
㈭
か
ら
大
河
内
森

林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
ト
サ
イ
ト
は
１
区
画
、

１
泊
２
０
０
０
円
で
す
。

　
フ
リ
ー
サ
イ
ト
は
テ
ン
ト
１

張
り
１
泊
１
０
０
０
円
で
す
。

　
静
か
な
場
所
で
思
い
思
い
の

ア
ウ
ト
ド
ア
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

●
営
業
期
間
…
４
月
20
日
㈭
か

ら
10
月
31
日
㈫

●
お
問
合
せ
先
…
地
域
振
興
課

商
工
観
光
係
（
電
話
32
―
１

０
２
３
）

●
管
理
人
…
吉
田
勇
次

　
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
５
，
０
０
０

円
か
ら
、
フ
リ
ー
サ
イ
ト
は
、

１
，
０
０
０
円
か
ら
と
な
り
ま

す
。
詳
細
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
予

約
サ
イ
ト
「
な
っ
ぷ
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
豊
か
な
緑
と
澄
ん
だ
川
の
流

れ
る
キ
ャ
ン
プ
場
に
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
営
業
期
間
…
通
年

●
予
約
先
…
「
な
っ
ぷ
」
に
て

和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場

オ
ー
プ
ン

ニ
セ
ン
ジ
自
然
公
園

 

パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

  

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

JR飯田線を利用しましょう
　ふだんの通勤通学やお出かけに、ぜひ
JR飯田線をご利用ください。

鉄道のココが便利!
・時間に正確で安全。
・移動しながら、読書や食事も楽しめる。
・環境にやさしい。
　また、車内の換気、乗務員のマスク着
用など、感染症対策にも力を入れています。

◎村営バス等のゴールデンウィーク中の運行について
4/29

（土・祝）
4/30
（日）

5/1
（月）

5/2
（火）

5/3
（水・祝）

5/4
（木・祝）

5/5
（金・祝）

5/6
（土）

村営バス神原線
（平岡郵便局～大河内）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通常運行（天候などの状況により、臨時便または運休となる場合があります）

広域バス平岡線
（平岡～和田）

× × ○ ○ × × × ×

運休 通常運行 運休

乗合タクシー平岡線
（平岡～和田）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

土日祝ダイヤ 平日ダイヤ 土日祝ダイヤ

泉
で
あ
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

♨ 

お
き
よ
め
の
湯
入
浴
料
金
改
定 

♨

区　　分 改定前 改定後
大人 500円 600円 
小人 200円 300円
大人回数券
（12枚綴） 5,000円 6,000円

〃（12枚綴）11冊 50,000円 60,000円
小人回数券
（12枚綴） 2,000円 3,000円

村内高齢者回数券
（12枚綴） 3,000円 3,000円

月間券（大人） 6,000円 7,200円



（23）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）４月28日 広 報　天　　龍（22）令和５年（2023年）４月28日

学校教育施設・社会体育施設・災害避難施設のそれぞれの機能を備えた複合型施設を目指し、地元の木
材にこだわり、設計・建設を進めてきた天龍村総合体育施設が完成し、３月25日㈯、宮下一郎衆議院議員
始め県議会議員、南信教育事務所長ほか大勢のご来賓の皆様のご臨席をいただく中、施設入口でテープカッ
ト及びくす玉開披、アリーナにて竣工式、アトラクションが行われました。
また、翌日26日㈰には施設内覧会を開催し、約100名の方に施設を見学いただきました。

総合体育施設の使用について

平日の教育活動中は学校が最優先となりますので、社会体育施設として村民の皆さんにご利用いただけ
る時間は、午後６時30分から午後10 時までとなります。
使用の際は、事前に申込書を教育委員会あてに提出していただき、鍵は役場での受取、返却となります。
週休日や祝祭日については、終日の利用が可能ですが、年に何回か休日が登校日になることや、部活動
等の課外活動で体育館を使用することがありますので、申込みの段階で確認いただくようお願いします。
なお、使用料は下記のとおりです。

※小中学校の使用に関しては料金を徴収しない。
　公民館に関係するクラブの使用については、各クラブごとに年間使用料として5,000円を納付いただきます。

時間

使用区分

８：00～
12：00

12：00～
17：00

18：30～
22：00

終日８：00～
17：00 摘　要

団体及び専用使用

500 600 800 1,500 村内の者の使用する場合

1,500 1,500 2,000 3,000 村外の者の使用する場合

◎館内使用料

天龍村総合体育施設竣工 令和５年３月25日
竣工式挙行

小学校高学年による天龍熊伏太鼓小学校高学年による天龍熊伏太鼓 中学生による合唱中学生による合唱

森田梅泉さんによるコンサート森田梅泉さんによるコンサート平岡民謡による演舞平岡民謡による演舞

　
日
頃
よ
り
お
き
よ
め
の
湯
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
入
浴
者
が
５

万
５
千
人
を
超
え
、
多
く
の

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
大
変

好
評
を
得
て
お
り
ま
す
が
、
燃

料
・
光
熱
水
費
の
高
騰
に
よ
り

入
浴
料
金
の
改
定
を
し
な
け
れ

ば
営
業
が
な
り
た
た
な
く
な
る

た
め
、
や
む
を
え
ず
５
月
１
日

よ
り
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
但
し
、
村
内
高
齢
者
の
回
数

券
は
据
置
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
皆
様
に
愛
さ
れ
る
温

受
付
　

●
お
問
合
せ
先
…
地
域
振
興
課

商
工
観
光
係
（
電
話
32
―
１

０
２
３
）

●
管
理
人
…
松
川
友
哉

　
４
月
１
日
㈯
か
ら
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
早
木
戸
川
の
清
流
を
眺
め
な

が
ら
、
ご
家
族
や
お
友
達
、
地

区
の
方
々
と
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
１
プ
レ
イ
大
人
５
０
０
円
、

小
人
２
０
０
円
（
中
学
生
以

下
）、
12
枚
綴
り
回
数
券
５
，

０
０
０
円
。

●
営
業
期
間
…
４
月
１
日
㈯
か

ら
11
月
30
日
㈭

●
定
休
日
…
毎
週
火
曜
日

●
予
約
、
お
問
合
せ
先
…
地
域

振
興
課
　
商
工
観
光
係
（
電

話
32
―
１
０
２
３
）

●
管
理
人
…
堤
袈
裟
弘

大
河
内
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

　
４
月
20
日
㈭
か
ら
大
河
内
森

林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
ト
サ
イ
ト
は
１
区
画
、

１
泊
２
０
０
０
円
で
す
。

　
フ
リ
ー
サ
イ
ト
は
テ
ン
ト
１

張
り
１
泊
１
０
０
０
円
で
す
。

　
静
か
な
場
所
で
思
い
思
い
の

ア
ウ
ト
ド
ア
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

●
営
業
期
間
…
４
月
20
日
㈭
か

ら
10
月
31
日
㈫

●
お
問
合
せ
先
…
地
域
振
興
課

商
工
観
光
係
（
電
話
32
―
１

０
２
３
）

●
管
理
人
…
吉
田
勇
次

　
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
５
，
０
０
０

円
か
ら
、
フ
リ
ー
サ
イ
ト
は
、

１
，
０
０
０
円
か
ら
と
な
り
ま

す
。
詳
細
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
予

約
サ
イ
ト
「
な
っ
ぷ
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
豊
か
な
緑
と
澄
ん
だ
川
の
流

れ
る
キ
ャ
ン
プ
場
に
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
営
業
期
間
…
通
年

●
予
約
先
…
「
な
っ
ぷ
」
に
て

和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場

オ
ー
プ
ン

ニ
セ
ン
ジ
自
然
公
園

 

パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

  

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

JR飯田線を利用しましょう
　ふだんの通勤通学やお出かけに、ぜひ
JR飯田線をご利用ください。

鉄道のココが便利!
・時間に正確で安全。
・移動しながら、読書や食事も楽しめる。
・環境にやさしい。
　また、車内の換気、乗務員のマスク着
用など、感染症対策にも力を入れています。

◎村営バス等のゴールデンウィーク中の運行について
4/29

（土・祝）
4/30
（日）

5/1
（月）

5/2
（火）

5/3
（水・祝）

5/4
（木・祝）

5/5
（金・祝）

5/6
（土）

村営バス神原線
（平岡郵便局～大河内）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通常運行（天候などの状況により、臨時便または運休となる場合があります）

広域バス平岡線
（平岡～和田）

× × ○ ○ × × × ×

運休 通常運行 運休

乗合タクシー平岡線
（平岡～和田）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

土日祝ダイヤ 平日ダイヤ 土日祝ダイヤ

泉
で
あ
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

♨ 

お
き
よ
め
の
湯
入
浴
料
金
改
定 

♨

区　　分 改定前 改定後
大人 500円 600円 
小人 200円 300円
大人回数券
（12枚綴） 5,000円 6,000円

〃（12枚綴）11冊 50,000円 60,000円
小人回数券
（12枚綴） 2,000円 3,000円

村内高齢者回数券
（12枚綴） 3,000円 3,000円

月間券（大人） 6,000円 7,200円



　
４
月
５
日
㈬
、
新
し
い
お
友

達
２
名
を
迎
え
て
全
園
児
20
名

で
元
気
よ
く
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
よ
く
食
べ
、
よ

く
寝
て
、
よ
く
遊
び
心
も
身
体

も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
は
昨
年
度
同

様
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広 報　天　　龍（24）令和５年（2023年）４月28日

第 213 号

広 報

私たちの村
－４月１日現在－
人口 1,116 人

男 529 人 女 587 人
世帯数 633 世帯

2023年４月28日

天 龍 村 役 場
総 務 課
飯田共同印刷㈱

発行
編集
印刷

天
龍
小
学
校
入
学
児
童
４
名
、

天
龍
中
学
校
入
学
生
徒
１
名
へ

村
長
が
祝
品
な
ど
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

中学校入学祝品贈呈小学校入学祝品贈呈

入
学
祝
品

贈

　
　呈

みんなで
　　元気に
遊びましょう!

女
子
２
名
、
男
子
２
名
、
中
学

校
は
男
子
１
名
で
す
。

　
小
学
生
は
期
待
を
胸
に
元
気

い
っ
ぱ
い
の
姿
、
中
学
生
は
新

し
い
制
服
に
身
を
包
み
少
し
大

人
に
な
っ
た
姿
、
そ
れ
ぞ
れ
今

後
の
成
長
が
非
常
に
楽
し
み
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
一
体
と

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
入
学
式
の
後
に
は
、

村
長
よ
り
児
童
生
徒
一
人
一
人

に
入
学
祝
品
と
、
小
学
一
年
生

に
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

天
龍
保
育
所
入
園
式

小
・
中
学
校
入
学
式

　
４
月
６
日
㈭
、
令
和
５
年
度

天
龍
小
学
校
並
び
に
天
龍
中
学

校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
の
陽
気
に
も
包
ま
れ
、
と
て

も
温
か
い
式
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
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生
は
小
学
校
、

天龍村総合体育施設竣工
2023年３月25日竣工式挙行

※関連記事は23頁

1階 アリーナ
（旧小学校の木造体育館を彷彿させる天井の梁）

1階 アリーナ
（旧小学校の木造体育館を彷彿させる天井の梁）

外観（東側）外観（東側）

竣工式 村長挨拶竣工式 村長挨拶 小学生低学年によるダンス小学生低学年によるダンス

2階 会議・学習室2階 会議・学習室

竣工式テープカット竣工式テープカット くす玉開披くす玉開披




